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市
民
の
皆
さ
ん
が
、
楽

し
み
に
し
て
い
る
祭
り

シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
外
か
ら
多
く
の
観
光

客
が
訪
れ
る
本
市
の
各
地

域
の「
祭
り
」の
中
か
ら
、

今
回
は
三
つ
の
祭
り
を
取

り
上
げ
、
由
来
・
見
ど
こ

ろ
・
運
行
に
携
わ
る
若
連

の
方
の
声
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

新「
二
本
松
市
」の
秋
祭

り
へ
市
民
の
皆
さ
ん
も
足

を
運
ん
で
、「
お
ら
ほ
の

祭
り
」を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

若連インタビュー

Ｑ：祭りの見どころ・ＰＲ点
　見どころは、全てです。
まず、４日夜の七町合同引き廻し出発式で、御
神火走者の松明から提灯に火が入り、７台が並
んでいるその様子は、とても素晴らしいもので
す。７台がきれいに並んで見える「竹田の坂」「亀
谷の坂」、駅前の解散式も見所です。
　また、各字ごとの「字引き廻し」や、６日の「三
町合同・四町合同引き廻し」も、素晴らしい感動
を与えてくれます。
　最高の祭りだと思っていますので、各字それ
ぞれに違う豪華絢爛な太鼓台やその引き廻し、
素晴らしい囃子を、ぜひ見ていただきたいと思
います。

二本松若連連合会　会長
渡邊　康洋さん（３１）

二本松のちょうちん祭り
　寛永２０年（１６４３年）、丹羽光重公が二本松城主と
して入部、「よい政治を行うためには、領民にまず
敬神の意を高揚させること」と考え現在の栗ヶ柵に
二本松神社をまつり領民なら誰でも自由に参拝で
きるようにしたのが、ちょうちん祭の始まりとい
われています。
　「日本三大ちょうちん祭り」のひとつで、７台の
金箔漆塗りの太鼓台が、祭囃子もにぎやかに市内
をねりあるき、夜には、一台に約３００個もの紅提灯
がつけられ豪華絢爛に秋の夜を彩ります。
構成若連：「本町」「亀谷」「竹田」「松岡」「根崎」
　　　　　「若宮」「郭内」
祭 礼 日：１０月４日�～６日�
合同運行：
　４日　七町合同：午後５時５０分～午前０時
　５日　七町合同：午前８時３５分～午後２時５０分
　６日　四町合同：午後５時４０分～午後８時３０分
　　　　三町合同：午後５時４５分～午後８時３０分

～二本松が燃える～�
▲小浜の紋付祭り

▲二本松のちょうちん祭り

▲針道のあばれ山車
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若連インタビュー

Ｑ：祭りの見どころ・ＰＲ点
　この祭りは、豪快な太鼓や笛の音と若連の勇
ましい掛け声が混じり、山車を前後左右に激し
く往復し、幾度となく山車同士をぶつけ合った
り廻したりする勇壮なお祭りです。
　見どころといえば、花火を合図に山車７台
揃っての一斉廻しや、車輪が浮き山車が壊れん
ばかりの激しいぶつかり合いをぜひ見て欲しい
です。
　なかなか言葉では伝えきれないので、ぜひ足
を運んでいただければと思います。

針道若連連合会長
（町若連　総務）
宗形　善徳さん（３２）

針道のあばれ山車
　天正１３年（１５８５年）８月２７日、針道城が落城した

ことに起因する祭りで４００年以上の伝統があります。

　宝暦８年（１７５８年）に凶作が続き、町一帯に疾病

が大流行した際、人形飾りの山車と神楽ばやしを

奉納したと記録されています。

　祭りは若者の独創による大型人形の飾りに成長

し、豪快な太鼓の音と若者の勇ましい掛け声が７

台の山車を扱う若衆を活気だたせ、山車のもみ合

いにも力が入り、その勇壮さは近郷近在から集ま

る見物客を楽しませてくれます。

構成若連：

　「町」「後東」「西」「前東」「小手森」「宮秋」「大町」

祭 礼 日：１０月７日�～８日�

あばれ山車合同運行：

　８日　午後１時３０分～午後３時３０分

小浜の紋付祭り
　小浜字反町鎮座の塩松神社の例大祭には御神輿

渡御が行なわれ、これには氏子の四町内から各１

台の太鼓台が供奉して祭礼囃子を奏します。２００年

以上も前から伝わるこの祭りを、一般には「太鼓台

祭り」とよんでいますが、供奉者の多くが紋付羽織

の正装をすることから「紋付祭り」ともいわれてい

ます。夜には太鼓台に提灯をともし、秋の夜をに

ぎやかに彩ります。

構成若連：「藤町」「新町」「反町」「鳥居町」

祭 礼 日：１０月７日�～９日（月・祝）

合同運行：８日

　紋付祭り・御神輿渡御：

　　　午前８時～午後４時
　連合提灯祭：
　　　午後８時～午後９時３０分

若連インタビュー

Ｑ：祭りの見どころ・ＰＲ点

　今年は、７日から９日がお祭りで、８日の本

祭りの日、午前から神輿渡御神事ということで、

氏子・若連が紋付・袴姿で、お神輿の露払いと

して、４台の太鼓台が午前中練り歩きます。

　「小浜の紋付祭り」と言うように紋付袴姿の氏

子がそろう荘厳な姿が、小浜の太鼓台の一番の

見どころだと思います。

　また、本祭り・８日夜には、連合提灯祭りが

行われ、小浜小前から坂道を４台一緒に下りて

いく姿は、とてもきれいです。

藤町若連（年番若連）
大世話人
安齋　康男さん（３７）



4

広報にほんまつ2006.10

名
誉
市
民
条
例

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
を
提
案

■
水
道
事
業

　

合
併
に
よ
り
二
本
松
市
水
道
事

業
と
安
達
町
水
道
事
業
が
統
合
し

ま
し
た
。

　

水
需
要
は
、
景
気
の
低
迷
や
節

水
等
で
減
少
と
な
り
、
年
間
有
収

水
量（
一
年
間
に
家
庭
や
工
場
で

使
用
さ
れ
、
料
金
収
入
を
得
る
こ

と
の
で
き
た
水
量
）
は
三
・
七

パ
ー
セ
ン
ト
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

収
支
の
結
果
は
、
消
費
税
・
地
方

消
費
税
抜
き
で
も
六
千
五
百
七
十

七
万
三
千
円
の
赤
字
決
算
と
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
資
本
的
支
出
と
し
て
、

上
水
道
第
六
次
拡
張
事
業
、
安
達

地
区
第
四
次
拡
張
事
業
、
水
道
未

普
及
地
域
解
消
事
業
お
よ
び
施
設

改
良
工
事
な
ど
を
実
施
い
た
し
ま

し
た
。

■
下
水
道
事
業

　

流
域
関
連
公
共
下
水
道
で
全
体

計
画
面
積
七
百
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

う
ち
、
供
用
開
始
面
積
は
三
百
四

十
・
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
り
、
整

備
率
は
四
十
八
・
一
パ
ー
セ
ン
ト

と
な
っ
て
い
ま
す
。
年
度
末
に
お

け
る
有
収
接
続
件
数
は
二
千
六
百

五
十
四
件
、
水
洗
化
率
は
五
十

三
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
岳
温
泉
地
区
の
特
定
環

▽
生
活
保
護
扶
助
費（
過
年
度
国

庫
支
出
金
返
還
金
）の
増
額

 

一
千
五
百
九
十
二
万
二
千
円

▽
水
道
事
業
会
計
繰
出
金
（
岩

代
・
東
和
簡
水
）の
増
額

 

八
千
七
百
九
十
万
五
千
円

▽
森
林
環
境
交
付
金
事
業（
重
点

枠
）の
増
額

 

 
七
百
七
十
六
万
七
千
円

▽
商
工
業
融
資
事
業（
中
小
企
業

経
営
合
理
化
資
金
信
用
保
証
料

補
助
）の
増
額

 

一
千
二
百
五
十
九
万
円 

▽
地
方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金
事

業（
福
岡
・
鶴
巻
線
）の
増
額

 

一
千
二
百
万
円

▽
橋
梁
整
備
事
業（
菅
田
橋
）の
減
額

 

九
千
四
百
七
万
五
千
円

▽
公
共
下
水
道
事
業
繰
出
金（
岩

代
下
水
）の
増
額

 

二
千
五
十
二
万
二
千
円

▽
公
共
土
木
施
設
現
年
災
害
復
旧

事
業（
凍
上
災
）

 

二
億
八
千
二
百
二
十
五
万
円

▽
長
期
債
借
入
金
償
還
元
金（
繰

上
償
還
分
）の
増
額

 

二
億
四
百
九
十
二
万
八
千
円

境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
は
、
事

業
認
可
区
域
面
積
三
十
五
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
う
ち
、
供
用
開
始
面
積

が
三
十
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
り
、

整
備
率
は
九
十
七
・
一
パ
ー
セ
ン

ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
年
度
末
に

お
け
る
有
収
接
続
件
数
は
五
十
一

件
、
水
洗
化
率
は
十
五
・
八
パ
ー

セ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
事
業
収
支
に
つ
い
て
は
、

一
般
会
計
か
ら
の
補
助
に
よ
り
当

年
度
純
損
失
は
発
生
し
て
お
り
ま

せ
ん
。

■
一
般
会
計

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
七
億
二

千
七
百
六
十
二
万
八
千
円
を
追
加

し
、
予
算
総
額
は
二
百
五
十
六
億

二
千
八
百
一
万
二
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

　

主
な
補
正
内
容
は
、

▽
財
政
調
整
基
金
積
立
金
の
増
額

 

九
千
八
百
万
円

▽
介
護
給
付
事
業（
障
害
者
自
立

支
援
法
施
行
に
よ
る
）の
増
額

 

一
千
八
百
二
十
七
万
八
千
円

▽
地
域
生
活
支
援
事
業（
障
害
者

自
立
支
援
法
施
行
に
よ
る
）の

増
額　

 

一
千
八
百
六
十
九
万
八
千
円

■
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

　

健
康
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
出
産
育
児
一
時
金
の

額
を
三
十
万
円
か
ら
三
十
五
万
円

に
引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。

■
工
業
団
地
造
成
事
業

　

八
万
舘
工
業
団
地
お
よ
び
永
田

六
丁
目
工
場
用
地
に
お
け
る
分
譲

活
動
を
積
極
的
に
行
い
ま
し
た
が
、

売
買
契
約
の
締
結
に
は
至
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
、
平
成
十
三

年
に
進
出
し
た
企
業
と
契
約
時
の

取
り
決
め
に
よ
る
隣
接
す
る
土
地

売
買
の
確
約
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

■
宅
地
造
成
事
業

　

居
住
環
境
に
適
し
た
良
好
な
宅

地
の
供
給
を
図
る
た
め
、
造
成
地

選
定
等
の
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

■
名
誉
市
民
条
例
の
制
定

　

市
民
ま
た
は
市
に
縁
の
深
い
者

で
、
広
く
社
会
文
化
の
興
隆
ま
た

は
公
共
の
福
祉
の
増
進
に
貢
献
し
、

そ
の
功
績
が
卓
絶
し
、
市
民
が
等

し
く
郷
土
の
誇
り
と
し
て
尊
敬
す

る
も
の
に
対
し
、
二
本
松
市
名
誉

市
民
の
称
号
を
贈
り
、
そ
の
功
績

を
称
え
る
こ
と
と
す
る
も
の
で
す
。

条　
　
　

例

企
業
会
計
決
算
の
概
要

市　議　会
９月定例会

　

市
議
会
九
月
定
例
会
は
、
九
月
五
日
に
招
集
さ
れ
、
二
十
日
ま
で
の
十

六
日
間
を
会
期
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
議
会
に
は
、
名
誉
市
民
条
例
の
制
定
と
条
例
の
一
部
改
正
や
平
成

十
七
年
度
の
四
つ
の
企
業
会
計
決
算
の
認
定
、
総
額
七
億
二
千
七
百
六
十

二
万
八
千
円
の
平
成
十
八
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
議
案
二
十
二
件

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
提
案
さ
れ
た
主
な
議
案
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

名
誉
市
民
条
例

一
般
会
計
補
正
予
算 
な
ど
を
提
案

補 
正 
予 
算
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わ
た
し
の「
ま
ち
づ
く
り
提
案
」

わ
た
し
の「
ま
ち
づ
く
り
提
案
」 
〜
皆
様
か
ら
届
い
た
声
〜

〜
皆
様
か
ら
届
い
た
声
〜

わ
た
し
の「
ま
ち
づ
く
り
提
案
」

わ
た
し
の「
ま
ち
づ
く
り
提
案
」 
〜
皆
様
か
ら
届
い
た
声
〜

〜
皆
様
か
ら
届
い
た
声
〜

わ
た
し
の「
ま
ち
づ
く
り
提
案
」 
〜
皆
様
か
ら
届
い
た
声
〜

新
し
い
晨

新
し
い
晨�

新
し
い
晨

新
し
い
晨�

新
し
い
晨�

〜
市
長
か
ら
の
手
紙
〜�

あ
　
さ�

　

お
元
気
で
す
か
。

　

日
毎
に
つ
の
る
朝
晩
の
涼
し

さ
、祭
の
旗
が
ひ
ら
め
き
、太
鼓

の
響
き
に
体
を
踊
ら
せ
、囃
子

の
音
色
に
心
を
震
わ
す
秋
祭
り
。

菊
花
が
描
く
日
本
最
大
の
菊
人

形
。
い
よ
い
よ
実
り
の
秋
、
文

化
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
迎
え
ま

し
た
。 

　

二
本
松
は
、
果
物
・
農
業
王

国
！
た
わ
わ
に
実
る
多
彩
な
フ

ル
ー
ツ
や
野
菜
。
林
檎
も
梨
も

葡
萄
も
お
い
し
い
。
そ
れ
に
米

ど
こ
ろ
。
自
ら
収
穫
す
れ
ば
、

お
い
し
さ
も
ひ
と
し
お
。
ま
た
、

実
際
に
実
っ
て
い
る
様
子
を
目

に
す
れ
ば
、
発
見
や
感
動
も

い
っ
ぱ
い
で
す
。
ぜ
ひ
秋
の
味

覚
収
穫
を
体
験
し
、
遥
か
な
歴

史
と
自
然
に
彩
ら
れ
た
ま
ち
・

二
本
松
の
豊
か
な
秋
を
満
喫
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

人
、
ま
ち
、
自
然
が
一
つ
に

な
っ
て
、
未
来
の
豊
か
さ
を
実

現
す
る
た
め
に
。
合
併
し
、
新

「
二
本
松
市
」が
誕
生
い
た
し
ま

し
た
。
新
市
の
活
力
を
生
み
出

す
原
動
力
は
、
産
業
の
活
性
化

で
す
。「
活
力
あ
る
産
業
・
観

光
交
流
の
ま
ち
づ
く
り
」を
目

指
し
て
地
域
の
特
性
を
活
用
し
、

た
く
ま
し
い
産
業
を
育
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、「
フ
レ
ッ

シ
ュ
産
地
・
二
本
松
」の
ブ
ラ

ン
ド
確
立
や
米
・
野
菜
・
果

物
・
花
・
畜
産
な
ど
、
高
付
加

価
値
作
物
の
生
産
、「
身
土
不

二
」、
地
域
で
生
産
さ
れ
た
も

の
を
地
域
で
消
費
す
る「
地
産

地
消
」を
積
極
的
に
進
め
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
産
業
基
盤
の
整
備
」

「
産
業
創
出
と
地
場
産
業
の
振

興
」「
人
材
の
育
成
確
保
」を
三

つ
の
柱
に
企
業
間
交
流
と
企
業

の
情
報
化
を
支
援
い
た
し
ま
す
。

そ
し
て
地
域
企
業
の
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
や
企
業
誘
致
を
図
り
、

地
域
経
済
の
活
性
化
に
よ
り

「
明
る
く
、
楽
し
く
、
元
気
に
」

人
が
輝
き
地
域
が
輝
く「
美
し

い　

楽
し
い
ま
ち
」「
健
康
都

市
」二
本
松
の
実
現
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。

▲東和ふるさと祭り「おたのしみ抽選会」

○
提
灯
祭
り
を
十
月
四
・
五
・
六

日
に
こ
だ
わ
ら
ず
第
二
週
と
か
第

三
週
の
金
・
土
・
日
に
し
た
ら
ど

う
か
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
み
ん

な
の
声
で
す
。

　

ま
た
、
昔
の
古
い
考
え
は
捨
て

福
島
や
郡
山
へ
買
い
物
に
行
か
な

く
て
も
本
町
商
店
街
に
よ
そ
か
ら

客
が
来
る
方
法
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

 

（
郭
内
・
Ｓ
さ
ん
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

○
市
内
へ
、
近
づ
き
や
す
く
す
る

た
め
、
無
料
の
駐
車
場
や
看
板
の

設
置
を
増
や
し
て
ほ
し
い
。

　

伝
統
を
守
り
、
地
域
資
源
を
公

開
す
る
だ
け
の
ま
ち
で
終
わ
っ
て

ほ
し
く
な
い
。

　

観
光
面
で
他
地
域
よ
り
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
不
足
、
Ｐ
Ｒ
不
足
と
い

う
感
が
あ
る
。
観
光
資
源
の
経
済

波
及
効
果
を
引
き
出
し
て
ほ
し
い
。

 

（
榎
戸
・
村
井
さ
ん
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

○
二
本
松
に
入
院
で
き
る
小
児
科

を
お
願
い
し
ま
す
。
三
人
の
子
供

が
い
て
三
番
目
の
息
子
が
肺
炎
に

な
り
、
郡
山
の
病
院
に
母
子
で
入

院
し
ま
し
た
。
不
便
で
家
族
に
迷

惑
を
か
け
大
変
困
り
ま
し
た
。

 

（
蓬
田
・
Ｔ
さ
ん
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

○
県
道
荻
ノ
田
・
石
沢
線
の
馬
洗

川
渓
流
沿
い
に
は
県
事
業
で
立
派

な
看
板
、
あ
ず
ま
や
、
駐
車
場
が

整
備
さ
れ
ま
し
た
。
道
路
が
よ
く

な
っ
て
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
が
、

川
の
中
の
よ
ご
れ
が
目
立
つ
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
川
の
ま
わ
り
の

倒
木
や
川
の
中
の
ゴ
ミ
な
ど
も
き

れ
い
に
し
て
こ
そ
本
当
の
渓
流
に

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

 

（
太
田
・
Ｓ
さ
ん
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

○
老
朽
化
し
て
い
る
茶
園
一
丁
目

市
営
住
宅
を
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

市
街
中
心
地
風
に
立
て
替
え
を
。

茶
園
の
人
口
が
増
え
る
と
本
町
で

買
物
を
す
る
人
が
増
え
商
店
街
活

性
化
に
な
り
ま
す
。

 

（
羽
石
・
中
沢
さ
ん
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

○
国
道
四
五
九
号
線
、
加
藤
木
地

区
の
改
良
は
岩
代
東
部
住
民
の
永

年
の
悲
願
で
す
。

　

市
民
が
市
内
の
ど
こ
か
ら
で
も

二
本
松
の
中
心
地
に
三
十
分
以
内

で
到
着
で
き
る
よ
う
道
路
改
良
を

お
願
い
し
ま
す
。
現
在
の
ま
ま
で

は
安
全
運
転
で
四
十
五
分
以
上
か

か
り
ま
す
。 

（
田
沢
・
Ｅ
さ
ん
）

 

市
か
ら
の
回
答
↓
事
業
主
体
の

県
に
改
め
て
確
認
し
た
と
こ
ろ

「
予
算
確
保
に
努
め
る
」と
の
回
答

が
あ
り
ま
し
た
。
市
と
し
て
も
早

期
改
良
に
向
け
、
今
後
も
引
続
き

県
に
対
し
て
一
層
の
事
業
促
進
を

要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

貴
重
な
ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
本
人
が
承
諾
し
て
い
る
提
案
は

市
の
Ｈ
Ｐ
へ
公
表
し
て
い
ま
す
。

�

�

�

�

��������������������

��������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

あなたの意見を市政にお寄せください

・「まちづくり提案」
・常時設置してある「市民ご意見箱」
等のほか本庁・支所・住民センター
の各担当におきましても随時市民
の皆様の声を受け付けております。

◎問い合わせ…秘書広報課広報広聴係

今
年
度
七
月
末
ま
で
に
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
提
案
の
一
部
を
要
約
し
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

「 身  土  不  二 」とは、「人と土は一体である」「人の命と健康は食べ物で支えられ、食べ物
しん ど ふ じ

は土が育てる。故に、人の命と健康はその土と共にある。」という意味です。
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十
月
一
日
を
基
準
日
と
し
て
、

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
、
高
等

学
校
に
在
学
し
て
い
る
次
の
受
給

要
件
に
該
当
す
る
生
徒
の
保
護
者

に
対
し
、
通
学
費
を
支
給
し
ま
す
。

受
給
要
件

　

市
内
に
住
所
を
有
し
、
全
日
制

課
程
に
通
学
し
て
い
る
生
徒
で

あ
っ
て
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
場
合
。

①
市
内
の
高
等
学
校
通
学
者
で
、

自
宅
か
ら
学
校
ま
で
の
距
離
が

直
線
で
、
お
お
む
ね
十
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
以
上

②
市
外
の
高
等
学
校
通
学
者
で
、

自
宅
か
ら
学
校
ま
で
の
距
離
が

直
線
で
、
お
お
む
ね
十
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
以
上

（
電
車
で
の
通
学
が
妥
当
と
判

断
さ
れ
る
者
は
、
自
宅
か
ら
最

寄
り
の
駅
ま
で
の
距
離
が
直
線

で
、
お
お
む
ね
十
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
以
上
）

※
詳
し
く
は
、
教
育
総
務
課
、
各

支
所
地
域
振
興
課
に
備
え
付
け

の
範
囲
図
を
参
照
し
て
く
だ
さ

い
。

申
請
方
法

　

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

 ピックアップピックアップ 

 市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報市政情報 

高
校
生
の
通
学
費
支
給

　
「
ウ
ッ
デ
ィ
ハ
ウ
ス
と
う
わ
」の

円
滑
な
管
理
運
営
に
市
民
の
幅
広

い
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
、

公
募
に
よ
る
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員　

二
名

任　

期

　

委
嘱
し
た
日
〜

 

平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日

応
募
資
格

・
四
月
一
日
現
在
二
十
歳
以
上

・
公
共
施
設
の
管
理
運
営
に
関
心

の
あ
る
方

・
市
内
に
引
き
続
き
一
年
以
上
居

住
し
て
い
る
方

・
平
日
昼
間
の
会
議
に
出
席
で
き

る
方（
年
一
回
）

・
議
員
、
公
務
員
で
な
い
方

ウ
ッ
デ
ィ
ハ
ウ
ス
と
う
わ

 

運
営
委
員
会
委
員
募
集

応
募
方
法

　

観
光
課
、
各
支
所
地
域
振
興
課

お
よ
び
各
住
民
セ
ン
タ
ー
に
備
え

付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
持
参
ま
た
は
郵
送
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切　

十
月
二
十
五
日

選
考
方
法

　

応
募
者
多
数
の
場
合
、
書
類
選

考
を
行
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
…

　

東
和
支
所
地
域
振
興
課
ま
た
は

　

ウ
ッ
デ
ィ
ハ
ウ
ス
と
う
わ

上
、
学
校
長
の
証
明
を
受
け
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
交
付
・
提
出
先

　

教
育
総
務
課
ま
た
は
各
支
所
地

域
振
興
課

申
請
期
限　

十
月
三
十
一
日

支
給
金
額　

年
額　

三
万
二
千
円

支
給
時
期　

十
一
月
末（
予
定
）

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

教
育
総
務
課
総
務
係

　

十
月
と
十
一
月
は
実
り
の
秋
。

福
島
県
で
は
、
こ
の
期
間
を
地
産

地
消
月
間
と
定
め
て
い
ま
す
。

　
「
地
産
地
消
」運
動
は
、
農
産
物

な
ど
の
地
域
の
資
源
を
地
域
み
ん

な
で
味
わ
い
、
守
り
、
育
て
、
地

域
の
活
性
化
の
た
め
に
利
活
用
す

る
取
組
み
で
、
生
産
者
と
消
費
者

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
、

安
全
、
安
心
な
食
材
が
利
用
可
能

な
ど
、
多
く
の
効
果
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

市
に
お
い
て
も
、「
二
産
二
消
」

（
二
本
松
産
農
産
物
を
二
本
松
市

内
で
消
費
）を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

地
産
地
消
月
間
中
に
は
、
県
内

各
地
に
お
い
て
収
穫
祭
や
物
産
展

等
の
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

お
い
し
い
農
産
物
な
ど
の
食
材
が

た
く
さ
ん
収
穫
さ
れ
る
こ
の
時
期

に
、
実
り
豊
か
な
ふ
く
し
ま
の
味

を
実
感
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
（
農
政
課
総
合
農
政
係
）

　

市
内
に
存
す
る
住
宅
等
に
施
工

さ
れ
た
飛
散
性
ア
ス
ベ
ス
ト
の
成

分
検
査
お
よ
び
浮
遊
粉
じ
ん
測
定

調
査
に
要
す
る
経
費
に
対
し
、
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

補
助
金
の
額

　

調
査
に
要
す
る
費
用
の
三
分
の

二
以
内
と
し
、
四
万
円
を
限
度
と

し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
広
報
八
月
号
六

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
…

　

建
築
住
宅
課
住
宅
係

ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
事
業

 

補
助
金
交
付

　

月
と　

月
は

10

11

 

地
産
地
消
月
間
で
す

　

平
日
に
お
仕
事
等
で
忙
し
い
方

や
、
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
り

納
税
が
遅
れ
て
い
る
方
を
対
象
に

「
休
日
納
税
相
談
窓
口
」を
開
設
し

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日　

時　

十
月
二
十
二
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
九
時
〜
正
午

会　

場　

市
役
所
一
階
収
納
課

※
正
面
玄
関
右
奥
の
出
入
口
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

収
納
課
収
納
徴
収
係

休
日
納
税
相
談
窓
口
を
開
設
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〜 
田  
子 
屋

た 

ご 

や
   
 
館 
〜

た
て

　

安
達
地
域
の
北
部
、
県
道
松

川
・
渋
川
線
と
東
北
本
線
に
囲
ま

れ
た
低
丘
陵
上
に
あ
る
の
が
田
子

屋
館
で
す
。
す
ぐ
南
に
近
接
し
て
、

桑
原
館
も
位
置
し
て
い
ま
す
。

　

田
子
屋
館
は
渋
川
館
と
も
い
い

標
高
二
三
四
メ
ー
ト
ル
、
北
東
側

は
急
斜
面
で
山
林
、
南
側
は
緩
い

斜
面
で
段
々
畑
に
な
っ
て
い
ま
す
。

西
側
は
山
林
で
中
腹
に
高
さ
五
〜

七
メ
ー
ト
ル
、
幅
二
メ
ー
ト
ル
の

 
土  
塁 
を
築
き
、
山
す
そ
に
は
深
さ

ど 
る
い に

ほ
ん
ま
つ
の
城
あ
と
（
11
）�

〜
安
達
地
域
の
城
館
〜�

二
〜
四
メ
ー
ト
ル
の 
空  
堀 
が
二
百

か
ら 
ぼ
り

メ
ー
ト
ル
余
り
も
残
っ
て
い
ま
す
。

　

標
高
二
一
七
メ
ー
ト
ル
の
桑
原

館
は
規
模
は
小
さ
い
が
、
東
側
の

山
林
に
は
高
さ
一
〜
二
メ
ー
ト
ル

の 
土  
塁 
が
百
メ
ー
ト
ル
余
り
残
さ

ど 
る
い

れ
て
い
ま
す
。
頂
上
部
分
は
破
壊

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
江
戸
時
代
の

石
材
掘
り
の
た
め
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

い
ず
れ
も 
平  
城 
で
あ
り
、
背
合

ひ
ら 
じ
ろ

わ
せ
し
た
位
置
関
係
を
み
る
と
、

防
備
の
都
合
上
、
一
体
化
し
た
城

館
と
し
て
存
在
し
利
用
さ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

歴
史
的
に
見
ま
す
と
、
二
本
松

城
主
畠
山
義
継
の
家
臣
で
あ
っ
た

遊
佐
丹
波
守
・
下
総
守
の
居
城
で

し
た
。
そ
れ
が
、
天
正
十
三
年

（
一
五
八
五
）伊
達
政
宗
の
攻
撃
に

備
え
て
、
本
宮
・
渋
川
・
玉
井
の

兵
を
二
本
松
城
に
集
中
し
た
時
、

空
同
然
に
な
っ
た
田
子
屋
館
は
政

宗
家
臣
の
伊
達 
成  
実 
に
よ
っ
て
占

し
げ 
さ
ね

領
さ
れ
ま
し
た
。

　

記
録
に
よ
る
と
、
同
年
十
二
月

に
家
臣
が
鉄
砲
の
火
薬
箱
に
火
を

落
と
し
た
た
め
に
全
焼
し
、
成
実

も
火
傷
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
翌
年
一
月
畠
山
家
臣
の
鹿

子
田
左
衛
門
が
奪
回
す
べ
く
攻
め

た
も
の
の
、
追
い
返
さ
れ
た
こ
と

も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

成
実
の
後
は
、
そ
の
家
臣
で
あ

る
遊
佐
藤
右
衛
門
の
子
・
新
右
衛

門
の
居
城
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
二
本
松
が
会

津
領
蒲
生
氏
の
支
配
下
の
時
に
は
、

野
田
正
勝
の
居
館
で
あ
っ
た
こ
と

が『 
積  
達  
館  
基  
考 
』に
記
さ
れ
て
い

せ
き 
た
つ 
か
ん 
き 
こ
う

ま
す
。

〜 
天  
皇  
館 
〜

て
ん 
の
う 
た
て

　

安
達
地
域
の
南
端
、
字
天
皇
館

腰
に
位
置
し
、
東
側
は
北
流
す
る

阿
武
隈
川
と
、
西
側
は
旧 
仙  
道 

せ
ん 
ど
う

（
奥
州
道
中
）に
は
さ
ま
れ
た
独
立

丘
陵
に
築
城
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

標
高
二
〇
〇
〜
二
三
〇
メ
ー
ト

ル
、
南
北
方
向
に
長
く
、
東
西
南

北
に
発
達
し
た
丘
陵
斜
面
は
急
傾

斜
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に 
帯 おび 
郭 
を
巡
ら

ぐ
る
わ

し
、
尾
根
づ
た
い
に
は
大
小
の 
郭 

く
る
わ

（
平
場
）を
配
置
し
、
さ
ら
に
四
方

に
数
箇
所
の
入
り
く
ん
だ
谷
を

も
っ
た
頑
強
な
城
館
で
あ
り
、
そ

の
規
模
は
安
達
地
域
に
所
在
す
る

も
の
の
中
で
最
大
級
と
い
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
歴
史
的
な
記
録
・
記

述
は
極
め
て
少
な
く
、
わ
ず
か
に

『 
積  
達  
古  
館  
弁 
』に
大
内
重
家
と
い

せ
き 
た
つ 
こ 
か
ん 
べ
ん

う
将
の
居
館
で
あ
っ
た
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
天
皇
館
の
名
称
由
来
に

つ
い
て
は
同
書
に
、
伝
え
に
よ
る

と
天
皇
と
い
う
人
が
住
ん
で
い
た

か
ら
と
い
う
が
、
こ
の
説
は
疑
わ

し
く
、
こ
の
所
に 
牛  
頭  
天  
王  
社 
が

ご 
と
う 
て
ん 
の
う 
し
ゃ

あ
っ
た
こ
と
か
ら
付
け
ら
れ
た
と

も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

〜
そ
の
他
の
城
館
〜

　

前
記
の
二
城
館
を
含
め
て
、
安

達
地
域
内
に
は
二
十
余
り
の
城
館

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

渋
川
地
区
＝
油
王
田
館
・
古
屋

館
・
貝
吹
館

下
川
崎
地
区
＝
桶
沢
館
・
岡
田

館
・
三
島
館
・
岩
倉
館
・
三
合

地
館
・
稲
荷
館

上
川
崎
地
区
＝
赤
坂
館
・
愛
宕

館
・
菖
蒲
沢
館

油
井
地
区
＝
前
作
館
・
壱
盃
館
・

谷
地
館
・
舟
山
館
・
根
岸
館

な
ど
が
主
な
城
館
と
し
て
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

▲

田
子
屋
館
・
桑
原
館
位
置
図

▲左：田子屋館、右：桑原館

▲安達ヶ橋から見た天皇館
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障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
に

よ
り
、
こ
れ
ま
で
障
害
種
別（
身

体
、
知
的
、
精
神
等
）毎
に
異
な

る
法
律
に
基
づ
い
て
提
供
さ
れ
て

き
た
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
公
費

負
担
医
療
等
が
共
通
の
制
度
の
も

と
で
一
元
的
に
行
う
仕
組
み
に
改

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

十
月
か
ら
は
障
害
種
別
毎
に
居

宅
サ
ー
ビ
ス
と
施
設
サ
ー
ビ
ス
に

区
分
さ
れ
て
い
た
事
業
が
障
害
種

別
で
区
分
せ
ず
、
ど
の
よ
う
な
障

害
を
お
持
ち
の
方
も
介
護
給
付
と

訓
練
等
給
付
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

（
現
在
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

て
い
る
方
は
、
当
面
継
続
と
な
り

ま
す
。（
表
１
））

　

障
害
者
等
の
方
が
能
力
や
適
性

に
応
じ
、
自
立
し
た
日
常
生
活
や

社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
十
月
か
ら
地
域
生
活
支
援
事

業
を
開
始
し
ま
す
。（
表
２
）

月月月月月月月月月月
かかかかかかかかかか
らららららららららら
障障障障障障障障障障
害害害害害害害害害害
福福福福福福福福福福
祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉
ササササササササササ
ーーーーーーーーーー
ビビビビビビビビビビ
スススススススススス
体体体体体体体体体体
系系系系系系系系系系
がががががががががが

　

月
か
ら
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
体
系
が 

１１１１１１１１１１００００００００００１０
 

変変変変変変変変変変
わわわわわわわわわわ
りりりりりりりりりり
まままままままままま
すすすすすすすすすす

変
わ
り
ま
す

　

な
お
、
事
業
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る

方
々
に
直
接
通
知
あ
る
い
は
連
絡

を
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
：
：

　
　
　
　
　

福
祉
課
障
害
福
祉
係

内　　　　　　　　　容新事業（平成１８年１０月から）

居宅での入浴、排泄、食事等生活全般にわたる支援ホームヘルプ

介
護
給
付

重度の肢体不自由者を対象とした、居宅における総合的なサービス重度訪問介護
行動上著しい困難のある知的・精神障害者(児）の行動の際に生じうる危険回避
の援護、外出時の移動支援行動援護

主として日中に病院などの施設で行われる機能訓練、医学的管理下での介護や
日常生活の援助等療養介護

常時介護を要する障害者を対象とした、主として日中に障害者支援施設などで
行われる入浴、排泄、食事の介護や創作的活動又は生産活動の機会の提供生活介護

肢体不自由児施設等に通わせて提供される日常生活における基本的動作の指導、
集団生活への適応訓練など児童デイサービス

介護者が病気の場合などにおける、障害者支援施設等への短期入所による入浴、
排泄、食事の介護などショートステイ

常時介護を要する重度障害者(児）を対象とした、居宅介護をはじめとする福祉
サービスの包括的支援重度障害者等包括支援

主として夜間に行われる、共同生活を営む住居における入浴、排泄、食事の介護など共同生活介護（ケアホーム）

施設入所者を対象とした、主として夜間に行われる入浴、排泄、食事の介護など施設入所支援
自立した生活を営むことを目的とした、身体機能や生活能力の向上のための有
期の訓練自立訓練

訓
練
等
給
付

職場実習など、就労に必要な知識・能力向上のための有期の訓練など就労移行支援
通常の事業所に雇用されることが困難な障害者を対象とした、就労機会の提供
および就労に必要な知識・能力向上のための訓練など就労継続支援

主として夜間に行われる、共同生活を営む住居における相談その他の日常生活
上の援助

共同生活援助
（グループホーム）

 表１　障害福祉サービスメニュー体系 

【必須事業】
　内　　　　　　　容事　　業　　名

□相談支援事業
専門的な相談支援を要する困難ケースへの対応支援の強化　①相談支援機能強化事業
公営住宅や民間賃貸住宅への入居に関する相談支援　②住宅入居等支援事業
成年後見制度利用に係る支援　③成年後見制度利用支援事業
手話通訳者の設置および派遣□コミュニケーション支援事業
重度障害者に対する日常生活用具の給付・貸与□日常生活用具給付等事業
外出及び余暇活動等社会参加の際の移動支援□移動支援事業
地域活動支援センターの機能強化支援□地域活動支援センター機能強化事業

【任意事業】
　内　　　　　　　容事　　業　　名

訪問による入浴サービス□訪問入浴サービス事業
知的障害者の自立更生支援□知的障害者職親委託制度事業
障害者等の日中における活動の場の確保□日中一時支援事業

□社会参加促進事業
障害者のスポーツ大会開催を支援　①スポーツ・レクリエーション教室開催等事業
文字による情報入手の困難な障害者のために情報の提供　②点字・声の広報等発行事業
手話・朗読奉仕員を養成する研修の実施　③奉仕員養成研修事業
自動車運転免許の取得および自動車改造に要する費用の一部助成　④自動車運転免許取得・改造助成事業
１０月から障害者デイサービスが廃止されることに伴い、１９年
３月まで利用者が継続してサービスが受けられるように対応□経過的デイサービス事業

 表２　地域生活支援事業

福祉の窓福祉の窓

車椅子体重計が市役所１階通路に設置してありますので、ご利用ください。福祉ミニ情報

地
域
生
活
支
援
事
業

 
介
護
給
付
と 

 

訓
練
等
給
付 
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福祉の窓福祉の窓
　

特
定
疾
患
患
者
の
方
等
の
福
祉

の
増
進
を
図
る
た
め
、
年
一
回
見

舞
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　

次
の
要
件
に
該
当
す
る
方
は
、

福
祉
課
ま
た
は
各
支
所
保
健
福
祉

課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
昨
年
ま
で
支
給
を
受
け

て
い
る
方
に
つ
い
て
も
申
請
が
必

要
で
す
。

対
象
者

　

本
年
十
月
一
日
現
在
に
お
い
て

本
市
に
住
所
が
あ
り
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
方

①
特
定
疾
患
患
者
治
療
研
究
事
業

実
施
要
綱
に
定
め
る
疾
患
に
よ

り
、「
受
給
者
証
」を
持
っ
て
い

る
方

②
慢
性
腎
不
全
に
よ
り
、
人
工
透

析
を
受
け
て
い
る
方

　
（
身
体
障
害
者
手
帳
の
腎
臓
機

能
障
害
者
）

③
小
児
慢
性
特
定
疾
患
治
療
研
究

事
業
実
施
要
綱
に
定
め
る
疾
患

に
よ
り
、「
認
定
証
」を
持
っ
て

い
る
方

見
舞
金
の
額
お
よ
び
支
給
日

　

年　

額　

二
万
円

　

十
二
月
下
旬
に
支
給

申
請
方
法

　

次
の
も
の
を
持
参
し
、
福
祉
課

ま
た
は
各
支
所
保
健
福
祉
課
へ
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

一　

次
の
い
ず
れ
か
一
つ

・
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証

・
身
体
障
害
者
手
帳

・
小
児
慢
性
特
定
疾
患
治
療
研
究

事
業
認
定
証

二　

見
舞
金
を
振
り
込
む
金
融
機

関
の
通
帳（
郵
便
局
は
除
く
）

三　

印
鑑

申
請
期
限　

十
月
三
十
一
日

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

福
祉
課
障
害
福
祉
係
ま
た
は

　

各
支
所
保
健
福
祉
課

　

児
童
福
祉
法
の
改
正
の
経
過
措

置
期
間
終
了
に
よ
り
、
平
成
十
八

年
十
一
月
二
十
八
日
ま
で
に
登
録

が
済
ん
で
い
な
い
方
は
、
保
育
士

と
し
て
業
務
を
行
う
こ
と
が
出
来

な
く
な
り
ま
す
。

　

保
育
士
と
し
て
業
務
を
行
う
方

や
今
後
予
定
し
て
い
る
方
は
、
期

日
ま
で
に
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

県
庁
子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ

�
０
２
４（
５
２
１
）７
１
７
５

　

い
つ
で
も
子
供
を
愛
し
、
大
切

に
思
っ
て
い
る
は
ず
な
の
に
、
ど

う
し
て
よ
い
の
か
分
か
ら
な
く

な
っ
て
し
ま
う
事
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
子
育
て
の
ヒ
ン
ト
を
見
つ

け
て
く
だ
さ
い
。

日　

時　

十
月
二
十
八
日（
土
）

　
　
　
　

午
後
一
時
三
十
分

会　

場　

二
本
松
文
化
セ
ン
タ
ー

演　

題　
「
子
ど
も
の
心
親
の
心
」

　

〜
子
ど
も
を
思
う
親
の
心
を

 

ど
う
伝
え
ま
す
か
！
〜

講　

師　

桜
の
聖
母
短
期
大
学

 

教
授　

西
内
み
な
み
氏

定　

員　

百
名

対　

象　

中
学
生
以
上

参
加
費　

無　

料

託　

児　

一
歳
か
ら（
十
月
二
十

日
か
ら
受
付
）一
人
百
円（
保
険

代
な
ど
）

◎
問
い
合
わ
せ
・
託
児
申
し
込
み
…

む
す
ん
で
つ
な
い
で
二
本
松
子

育
て
の
会
事
務
局（
二
本
松
地

域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

　

�
・
Ｆ
Ａ
Ｘ（　

）０
４
１
５

23

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

m
usunde2006@

yahoo.co.jp
第３回　手話まつり開催

　第３回「あだちふるさとセブン」手話まつりが開催されます。
日　時　１０月２９日�　午前１０時～午後３時
会　場　二本松福祉センター
内　容　手話の歌、手話の紙芝居、ゲームなど
入場料　無　料
※バザーも開催されます。
　午前１０時３０分～午後２時３０分
　（掘り出し物がいっぱいです。ぜひお越しください。）
◎問い合わせ…「あだちふるさとセブン」手話まつり
　 実行委員長　角田典彦　�（22）7473（小林）

�

�

�

�

���������������������

���������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

福島介護福祉専門学校祭第１１回「霞空祭」開催
日　時　・１０月５日�　午前１０時～午後５時
　　　　・１０月６日�　午前１０時～午後３時
会　場　介護福祉専門学校

テーマ　「感謝～世代を超えた思いやりを～」
※各種模擬店・体験コーナー、バザーもあります。

◎問い合わせ…福島介護福祉専門学校 �（22）7777

にこにこ有機肥料のお知らせ
　土と環境を考えた肥料を生産販売しています。

▼ふれあい１号
　豚ぷん、もみがら、卵から、おからなどを原
料に完全発酵させた臭いの無い有機質肥料

▼ふれあい２号
　牛ふん、おがくずに生物活性水を混合して熟
成させた臭いの無い有機質肥料
○価格　いずれも１袋（１８リットル入）３００円

▼ＥＭボカシ
　家庭の生ごみにＥＭボカシを加え良質の堆肥に
○価格　１キログラム入３７０円　密閉容器も１個

１,８９０円

◎商品申込・問い合わせ…
　　　　　　社会福祉法人あだち福祉会
　　　　　　にこにこふれあいセンター
　　　　　　�（62）2662

子
育
て
支
援 

 

講
演
会
を
開
催

特
定
疾
患
患
者
、人
工
透
析
患
者
、

小
児
慢
性
特
定
疾
患
患
者
の

 

皆
さ
ん
へ
見
舞
金
を
支
給

保
育
士
登
録
の
経
過
措
置
の

 

終
了
に
つ
い
て
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広報にほんまつ2006.10

軽
度
者
に
対
す
る
福
祉
用
具

軽
度
者
に
対
す
る
福
祉
用
具

 
貸
与
サ

貸
与
サ
ーー
ビ
ス
の

ビ
ス
の
経
過
措
置
期
間
が
終
了

経
過
措
置
期
間
が
終
了

み
ん
な
の
あ
ん
し
ん　

介
護
保
険

軽
度
者
に
対
す
る
福
祉
用
具

軽
度
者
に
対
す
る
福
祉
用
具

 
貸
与
サ
ー
ビ
ス
の

貸
与
サ
ー
ビ
ス
の
経
過
措
置
期
間
が
終
了

経
過
措
置
期
間
が
終
了

　

介
護
報
酬
改
定
に
よ
り
、
本
年
四
月
か
ら
福
祉
用
具
貸
与
サ
ー
ビ
ス

の
制
度
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
が
、
九
月
末
日
を
も
っ
て
経
過
措
置
期
間

が
終
了
し
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
軽
度
者（
要
支
援
・
要
介
護
１
の
方
）で
あ
っ
て
も
、
身
体

状
況
に
照
ら
し
一
定
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
場
合
は
、
経
過
措
置
期
間

終
了
後
も
引
き
続
き
、
福
祉
用
具
貸
与
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
可

能
で
す
。

　

介
護
保
険
制
度
は
、
保
険
料
や

税
金
に
よ
り
み
ん
な
で
支
え
ら
れ

て
い
る
制
度
で
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
将
来
に
わ
た
り

制
度
の
持
続
可
能
性
を
高
め
る
た

め
に
は
、
よ
り
サ
ー
ビ
ス
の
必
要

性
の
高
い
中
重
度
の
方
に
対
す
る

支
援
を
強
化
・
重
点
化
す
る
こ
と

が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

福
祉
用
具
貸
与
サ
ー
ビ
ス
は
、

も
と
も
と
、「
便
利
だ
か
ら
」利
用

す
る
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
身

体
の
状
態
に
応
じ
て
必
要
と
判
断

さ
れ
た
方
が
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
で
す
。

　

今
回
の
制
度
変
更
は
、こ
う
し

た
趣
旨
を
徹
底
す
る
た
め
の
も
の

で
す
。

　

原
則
と
し
て
、
要
介
護
認
定

デ
ー
タ
を
利
用
し
て
身
体
の
状
況

な
ど
を
客
観
的
に
判
断
し
た
結
果
、

一
定
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
方
は
、

引
き
続
き
、
介
護
保
険
で
の
保
険

給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
例
）特
殊
寝
台
の
場
合

日
常
的
に
起
き
上
が
り
ま
た
は

寝
返
り
が
困
難
な
方　

こ
う
し
た
条
件
に
つ
い
て
は
、
福

祉
用
具
の
種
目
ご
と
に
詳
細
に
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

制
度
変
更
の
趣
旨

一
定
の
条
件
と
は

保
険
料
の

激
変
緩
和
措
置
に
つ
い
て

　

平
成
十
七
年
度
税
制
改
正（
六

十
五
歳
以
上
の
住
民
税
非
課
税
限

度
額
の
廃
止
）の
影
響
に
よ
り
、

本
人
が
住
民
税
課
税
と
な
る
た
め

第
五
段
階
の
保
険
料
に
該
当
す
る

方
、
お
よ
び
同
居
の
世
帯
員
が
住

民
税
課
税
と
な
る
た
め
第
四
段
階

の
保
険
料
に
該
当
す
る
方
に
つ
い

て
は
、
保
険
料
負
担
の
急
激
な
増

加
を
避
け
る
た
め
、
平
成
十
八
年

度
お
よ
び
平
成
十
九
年
度
に
限
り
、

保
険
料
を
段
階
的
に
引
上
げ
て
い

く
緩
和
措
置
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
た
だ
し
、
平
成
十
七
年
一
月
一

日
に
お
い
て
六
十
五
歳
以
上
の
方

に
限
り
ま
す
。）

遺
族
年
金
・
障
害
年
金
か
ら
の

介
護
保
険
料
特
別
徴
収

 

（
天
引
き
）に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
は
、
遺
族
年
金
や
障

害
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
に

は
、
個
別
に
納
付
書
に
よ
り
保
険

料
を
納
め
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
介
護
保
険
制
度
を
運

営
す
る
市
町
村
や
被
保
険
者
等
か

ら
、
毎
月
の
手
続
き
の
負
担
軽
減

や
納
め
忘
れ
防
止
の
た
め
、
保
険

料
を
天
引
き
す
る
年
金
の
種
類
を

増
や
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
寄

せ
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
要
望
を
受
け
て
、

▽
十
月
か
ら
、
遺
族
年
金
お
よ
び

障
害
年
金
に
つ
い
て
も
、
保
険

料
を
天
引
き
す
る
年
金
と
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。（
年
額

十
八
万
円
以
上
受
給
さ
れ
る
見

込
み
な
ど
の
要
件
を
満
た
す
方

が
対
象
で
す
。）

　

こ
れ
に
よ
り
、
市
町
村
は
保
険

料
の
未
納
付
を
防
止
で
き
る
こ
と

と
な
り
、
一
方
、
被
保
険
者
の
方

は
保
険
料
を
納
め
る
手
続
き
が
簡

素
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

 

（
高
齢
福
祉
課
介
護
保
険
係
）

平成1９年度平成18年度

所得段階
保険料年額基準額に

対する割合保険料年額基準額に
対する割合

２８,８８０円０.８３２２,９６０円０.６６第１段階から第４段階

第４

段階

２８,８８０円０.８３２２,９６０円０.６６第２段階から第４段階

３１,６６０円０.９１２８,８８０円０.８３第３段階から第４段階

３４,８００円１.００３４,８００円１.００緩和措置対象者以外

３４,８００円１.００２６,１００円０.７５第１段階から第５段階

第５

段階

３４,８００円１.００２６,１００円０.７５第２段階から第５段階

３７,５８０円１.０８３１,６６０円０.９１第３段階から第５段階

４０,３６０円１.１６３７,５８０円１.０８第４段階から第５段階

４３,５００円１.２５４３,５００円１.２５緩和措置対象者以外

介護保険料の激変緩和措置
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耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐
震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震
改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改
修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修
ししししししししししししししししししししししししししししし
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住
宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅
ははははははははははははははははははははははははははははは

耐
震
改
修
し
た
住
宅
は

固固固固固固固固固固固固固固固固固固固固固固固固固固固固固
定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定
資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資
産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産
税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税
ががががががががががががががががががががががががががががが

固
定
資
産
税
が

 

減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減
額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額
さささささささささささささささささささささささささささささ
れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれ
ままままままままままままままままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

減
額
さ
れ
ま
す

　
国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国
保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保
被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被
保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保
険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者
証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証
のののののののののののののののののののののののののののののののののの
更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更
新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新
日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日

　 
国
保
被
保
険
者
証
の
更
新
日

国
保
被
保
険
者
証
の
更
新
日 　
　

月
１
日

　

月
１
日

1010
　

月
１
日
は

10
 
国
保
被
保
険
者
証
の
更
新
日 
で
す

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
は
、

毎
年
一
回
、
十
月
一
日
に
更
新
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
被
保
険
者
証
は
、
封
書

に
て
各
地
区
の
区
・
町
内
会
長
、

保
健
協
力
員
さ
ん
を
通
じ
て
配
布

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

今
ま
で
お
使
い
に
な
っ
て
い
た
古

い
被
保
険
者
証
は
、
送
付
す
る
際

に
使
用
し
た
封
筒
に
入
れ
て
、

区
・
町
内
会
長
、
保
健
協
力
員
さ

ん
を
通
し
て
市
に
返
却
し
て
く
だ

さ
い
。

　

被
保
険
者
証
は
九
月
十
二
日
現

在
で
作
成
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の

後
、
保
険
の
異
動
な
ど
記
載
事
項

に
変
更
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
国

保
年
金
課
国
保
係
ま
た
は
、
各
支

所
市
民
生
活
課
窓
口
係
に
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。

　

届
け
出
が
遅
れ
ま
す
と
、
国
民

健
康
保
険
税
等
の
過
払
い
ま
た
は

遡
っ
て
賦
課
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

～手続きに必要なもの～

○保険の切り替えがあったとき

・国保被保険者証（新しいもの）

・社会保険等の保険証（社会保険に加入した方）

・退職証明書（社会保険を脱退した方）

・印鑑

○○学 被保険者証を更新するとき

・今まで使っていた○学 被保険者証

・在学証明書

・印鑑

○○遠 被保険者証を更新するとき

・今まで使っていた○遠 被保険者証

・在園証明書、印鑑

○○学 、○遠 被保険者証を廃止するとき

・国保被保険者証（新しいもの）

・今まで使っていた○学 、○遠 被保険者証

・印鑑

○学
 

・
○遠
 

被
保
険
者
の
方
は

　

修
学
中
、
長
期
出
張
、
施
設
入

所
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
家
族
の

国
保
被
保
険
者
証
と
は
別
に
個
人

の
被
保
険
者
証
を
発
行
し
て
い
る

被
保
険
者
の
方
も
、
十
月
一
日
に

更
新
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
今
ま
で
○学
 

被
保
険
者
証

を
持
っ
て
い
た
方
で
、
す
で
に
卒

業
ま
た
は
就
職
さ
れ
た
方
、
○遠
 

被

保
険
者
証
を
持
っ
て
い
た
方
で
長

期
出
張
や
施
設
か
ら
帰
っ
て
き
た

方
も
届
け
出
が
必
要
で
す
。

国
保
税
は
納
期
内
に

 

納
め
ま
し
ょ
う

　

お
医
者
さ
ん
に
か
か
っ
て
い
な

い
か
ら
と
い
っ
て
、
国
保
税
を
納

め
な
い
人
が
い
る
と
、
き
ち
ん
と

納
め
て
い
る
人
と
の
公
平
を
損
な

う
だ
け
で
な
く
、
国
保
の
健
全
運

営
に
支
障
を
き
た
し
ま
す
。

　

国
保
税
は
納
期
内
に
納
め
、
皆

さ
ん
の
国
保
が
き
ち
ん
と
運
営
で

き
る
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

納
付
期
限
か
ら
一
年
間
納
付
が

な
い
場
合
に
は
、
国
保
被
保
険
者

証
の
返
還
を
求
め
、
代
わ
り
に
短

期
被
保
険
者
証
ま
た
は
資
格
証
明

書
を
発
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 

（
国
保
年
金
課
国
保
係
）

耐
震
改
修
し
た
住
宅
は

固
定
資
産
税
が

減
額
さ
れ
ま
す

　

昭
和
五
十
七
年
一
月
一
日
以
前

か
ら
あ
る
住
宅
で
、
平
成
十
八
年

一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
十

二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
建
築

基
準
法
に
基
づ
く
耐
震
基
準
に
適

合
さ
せ
る
よ
う
一
定
の
改
修
工
事

を
実
施
し
た
場
合
、
固
定
資
産
税

額
を
減
額
し
ま
す
。

要　

件

①
昭
和
五
十
七
年
一
月
一
日
以
前

に
建
築
さ
れ
た
住
宅

②
耐
震
改
修
に
要
し
た
費
用
が
一

戸
当
た
り
三
十
万
円
以
上

③
現
行
の
耐
震
基
準
に
適
合
し
た

工
事

減
額
期
間

減
額
す
る
税
額

　

一
戸
当
た
り
百
二
十
平
方
メ
ー

ト
ル
の
床
面
積
相
当
分
ま
で
の
固

定
資
産
税
額
の
二
分
の
一
が
減
額

手
続
き

　

改
修
工
事
完
了
後
三
カ
月
以
内

に
次
の
書
類
を
添
え
て
税
務
課
へ

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
申
告
書
用

紙
は
市
役
所
税
務
課
に
あ
り
ま
す
。

や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
場
合
は
、
三
カ
月
を
超

え
て
も
減
額
で
き
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

・
耐
震
改
修
に
要
し
た
費
用
を
証

明
す
る
書
類（
領
収
書
等
）

・
現
行
の
耐
震
基
準
に
適
合
し
た

工
事
で
あ
る
こ
と
の
証
明
書

（
証
明
書
は
建
築
士
、
指
定
住

宅
性
能
評
価
機
関
、
指
定
確
認

検
査
機
関
等
が
発
行
）

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

税
務
課
資
産
税
係

減額期間改修完了時期

３年間平成１８～２１年

２年間平成２２～２４年

１年間平成２５～２７年

国
保
の
お
知
ら
せ

税
の
お
知
ら
せ
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　８月２０日・２７日の両日、安達運動場をメイン会場として二
本松市合併記念第４２回安達地域３００歳ソフトボール大会が
開催され８３チームが参加しました。２７日の決勝大会は予選
を勝ち抜いた１６チームが出場しました。開会式では前年度
優勝の１２区（上川崎）を先頭に入場行進が行われ同チームの
安斎和彦選手の力強い選手宣誓で幕開けとなりました。
　決勝戦は学校前（油井）と智恵子の森第３が熱戦を展開し、
学校前が６対１で勝利し１４年ぶり８回目の優勝を飾りまし
た。
・優勝　学校前　・準優勝　智恵子の森第３
・第３位　智恵子の森第５　智恵子の森第２

　去る９月１７日、小浜小学校を会場に、消防団幹部団員教

育訓練が行われました。

　この訓練は、毎年一回幹部団員に対し、安全管理、訓練

礼式等専門的な知識技術を習得することを目的に行われて

いるものです。

　当日は、市内各分団から、幹部団員等約１９０人が参加し、

午前中は屋内での安全管理セミナー、午後からは屋外での

各個訓練・通常点検・小隊訓練等に真剣に取り組んでいま

した。

　こういった日々の訓練が、消防活動に活かされています。

　９月９日・１０日の２日間、市・あだたら商工会・

ＪＡみちのく安達の主催で「第５回東和ふるさと祭

り」が東和文化センター駐車場をメーン会場に開催

されました。

　メーン会場では鼓笛パレード等のイベントや模擬

店の出店、文化センター内では作品展や合唱・合奏、

第１体育館では農産物品評会やお笑いライブ等が行

われ賑わいました。

　９日の夜には、仮装豊年踊りと花火大会が盛大に

行われました。

安達地域300歳ソフトボール大会で学校前が優勝!～二本松市合併記念大会～

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和ふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるさささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととと祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催第５回東和ふるさと祭り開催

消防団幹部団員教育訓練を実施
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　日本ウォーキング協会から「温泉リーグ公式大会」として認定

されている、「第２回岳温泉あだたらツーデーウォーク」が、９月

９日・１０日の２日間にわたって８５４人が参加し行われました。

　北は青森県、南は沖縄県からの参加者もいて、９日は、「安

達ヶ原ふるさと村」を目的地に、１０キロ・２０キロ・３０キロコー

ス、１０日は、岳温泉の「あだたら体育館」を発着の５キロ・１０キ

ロ・２０キロコースで行われました。

　会場では、豚汁のサービスもあり、二本松の初秋を十分に楽

しまれたようです。

全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地かかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららら岳岳岳岳岳岳岳岳岳岳岳岳岳岳岳岳岳岳岳岳温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへ！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！全国各地から岳温泉へ！
岳岳岳岳岳岳岳岳岳岳岳岳岳岳岳岳岳岳岳岳温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉ああああああああああああああああああああだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたららららららららららららららららららららツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォーーーーーーーーーーーーーーーーーーーークククククククククククククククククククク開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催岳温泉あだたらツーデーウォーク開催

　第２６回ソフトボール大会は、８月２０日に５５自治会チームが参加
しての予選、２７日には１４チームでの決勝トーナメントが行われま
した。決勝は連覇を狙う杉沢四チームと女性ピッチャー率いる松
久保チームが戦い、延長戦に及ぶ大接戦の末、松久保チームがサ
ヨナラホームランで、４年ぶり２回目の優勝を飾りました。
▽決勝　松久保３―１杉沢四
　また、第２５回家庭バレーボール大会は、２７日に１５行政区チーム
が参加し、４ブロックでの予選リーグと決勝トーナメントが行わ
れました。決勝は小浜第一チームが昨年の雪辱をはらし、２年ぶ
り２回目の優勝を飾りました。▽決勝　小浜第一２―０藤町Ａ

　去る８月３０日、平成１８年全国地域安全運動・暴力
追放運動のポスター・標語コンクール福島県審査会
中学生標語の部で最優秀賞を受賞した、二本松第一
中学校３年・安田みきさんが市役所を訪れ、三保市
長に受賞報告を行い、二本松警察署・蛭田生活安全
課長、担任の菅野先生が同席しました。
　市長からは、「安田さんの標語は、シンプルな表
現だが感性が素晴らしい。」との感想がありました。
　安田さんの作品は、全国審査会にも出品されます。

安田みきさん（二本松一中）
地域安全標語最優秀受賞を報告
～あいさつは 誰でもうれしい プレゼント～

岩代コミュニティソフトボール・
 バレーボール大会
岩岩代代ココミミュュニニテティィソソフフトトボボーールル・・

ババレレーーボボーールル大大会会
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 石  川 　 聖  月 くん
いし かわ ひ づき

平成1２年１０月生（長折）

父：孝さん　母：真由美さん

ご両親から一言：友達たくさん

作って、やさしいお兄ちゃんで

いてね。

 門  馬 　 未  栞 ちゃん
もん ま み かん

平成１４年１０月生（渋川）

父：正四さん　母：ゆみさん

ご両親から一言：来年はいよい

よ幼稚園。みんなと仲良く、元

気よく、ね！

就学前のお子さんを誕生月にご紹介いたします。
掲載を希望される方は、誕生月の前月５日までに
写真とコメントをお寄せください。
（秘書広報課広報広聴係）

学
校
の
概
要
は
？

・
全
校
児
童
数
は
、　

人
５９

・
ク
ラ
ス
数　
　
　

５
ク
ラ
ス

・
カ
ヌ
ー
で
有
名
な
阿
武
隈
漕
艇

場
の
近
く
に
あ
り
、
緑
に
囲
ま

れ
た
自
然
豊
か
な
学
校
で
す
。

ど
ん
な
学
校
で
す
か
？

▼
武
藤
く
ん

　

休
み
時
間
に
は
、
全
校
生
で
マ

ラ
ソ
ン
や
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
を

行
っ
て
体
力
づ
く
り
に
励
ん
で
い

ま
す
。

▼
村
松
さ
ん

　

み
ん
な
仲
良
し
で
い
つ
も
元
気

に
遊
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
縦
割
り

班
で
協
力
し
て
お
掃
除
し
て
い
る

の
で
い
つ
も
学
校
は
き
れ
い
で
す
。

学
校
の
自
慢
で
き
る
と
こ
ろ
を
紹

介
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
武
藤
さ
ん

　

月
一
回「
す
く
す
く
タ
イ
ム
」と

い
う
時
間
に
、
風
邪
や
虫
歯
の
予

防
に
つ
い
て
、
よ
い
姿
勢
に
つ
い

て
、
マ
ナ
ー
な
ど
に
つ
い
て
学
習

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
全
校
生

い
つ
も
元
気
で
健
康
な
生
活
を

送
っ
て
い
ま
す
。

▼
村
松
さ
ん

　

５
・
６
年
生
は
緑
の
少
年
団
の

団
員
で
、
緑
の
羽
根
募
金
を
地
域

の
方
に
呼
び
か
け
た
り
、
学
校
の

花
壇
に
た
く
さ
ん
の
花
を
育
て
た

り
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

木
幡
第
二
小
学
校

 紹介者

武
藤　

駿
介
く
ん（
六
年
）

村
松　

英
理
さ
ん（
六
年
）

（第７回）

 佐  藤 　 優  樹 くん
さ とう ゆう き

平成１４年１０月生（上太田）

父：次男さん　母：美香子さん

ご両親から一言：兄弟仲良く、

健やかに成長してください。

 高  橋 　
たか はし

 龍 
りゅう

 生 くん
せい

平成１５年１０月生（杉田町）

父：宏徳さん　母：文恵さん

ご両親から一言：やさしくてお

調子者の龍くんが大好きだよ！家

族を笑顔にしてくれてありがとう。
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リ
レ
ー
ト
ー
ク�
リ
レ
ー
ト
ー
ク�

第
7
回�

和田　貴代　さん（21歳）
木幡在住

　

私
は
、
農
協
に
勤
め
て
今
年
で
３
年
目
に
な
り

ま
す
。
普
段
は
主
に
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
中
心
で
野
菜

の
精
算
・
販
売
経
理
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
月
に

一
度
は『
ふ
れ
あ
い
デ
ー
』と
い
っ
て
組
合
員
宅
に

文
書
等
を
配
っ
て
歩
く
日
も
あ
り
ま
す
。
私
は

『
ふ
れ
あ
い
デ
ー
』が
大
好
き
で
す
。
そ
れ
は
、
ど

の
お
宅
で
も
ま
る
で
孫
や
娘
を
見
る
よ
う
な
優
し

い
笑
顔
で
私
を
迎
え
て
く
れ
る
か
ら
で
す
。
人
と

人
と
の
つ
な
が
り
、
心
と
心
の
ふ
れ
あ
い
を
何
よ

り
大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

休
日
は
、
中
学
・
高
校
と
続
け
て
い
た
カ
ヌ
ー

競
技
の
経
験
を
生
か
し
、
阿
武
隈
川
で
小
学
生
カ

ヌ
ー
教
室
や
市
内
外
か
ら
訪
れ
る
カ
ヌ
ー
体
験
の

手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
ま
す
。
カ
ヌ
ー
の

良
さ
が
ひ
と
り
で
も
多
く
の
人
に
伝
わ
れ
ば
い
い

な
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
な
の
で
今
年
の

冬
か
ら
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
始
め
ま
し
た
。
ま
た
、

夏
に
は
友
達
を
誘
っ
て
東
和
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

に
参
加
し
、
き
つ
か
っ
た
で
す
が
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン
を
完
走
で
き
ま
し
た
。
完
走
で
き
た
の
は
、
仕

事
が
終
わ
っ
て
か
ら
夜
遅
く
ま
で
練
習
に
つ
き

あ
っ
て
く
れ
た
友
達
、
そ
れ
か
ら
大
会
当
日
に
最

後
ま
で
暖
か
い
声
援
を
送
っ
て
く
だ
さ
っ
た
家
族

や
先
輩
、
地
元
の
方
々
の
お
陰
で
す
。
心
よ
り
感

謝
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
心
と
体
の
健
康
に
気
を
つ
け
て
、

毎
日
笑
顔
で
過
ご
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

学
校
の
概
要
は
？

・
全
校
児
童
数
は
、
１
１
６
人

・
ク
ラ
ス
数　
　
　

７
ク
ラ
ス

・
校
庭
に
は
、
樹
齢
１
２
０
年
あ

ま
り
の
五
葉
松
が
あ
り
学
校
の

シ
ン
ボ
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。

学
区
に
は
東
北
サ
フ
ァ
リ
パ
ー

ク
や
塩
沢
ス
キ
ー
場
、
笹
屋
親

水
公
園
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ど
ん
な
学
校
で
す
か
？

▼
吉
田
く
ん

　

全
校
児
童
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
と
し
て
一
円
玉
募
金
や
プ
ル

タ
ブ
集
め
、
缶
集
め
な
ど
を
し
て

い
ま
す
。　

▼
斎
藤
さ
ん

　

地
域
の
方
々
に
田
ん
ぼ
や
畑
を

借
り
て
、
全
学
年
の
縦
割
り
班
で

米
づ
く
り
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

各
学
年
で
野
菜
づ
く
り
な
ど
も

行
っ
て
い
ま
す
。
収
穫
さ
れ
た
も

ち
米
や
作
物
で
雑
煮
を
つ
く
り
収

穫
祭
を
行
っ
て
い
ま
す
。

学
校
の
自
慢
で
き
る
と
こ
ろ
を
紹

介
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
斎
藤
さ
ん

　

今
の
塩
沢
小
学
校
が
建
っ
て
い

る
田
地
ケ
丘
は
、
室
町
時
代
に
足

利
尊
氏
か
ら
命
令
を
受
け
た
畠
山

氏
が
、
舘
を
建
て
た
と
こ
ろ
で
す
。

▼
吉
田
く
ん

　

図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、

僕
た
ち
の
お
母
さ
ん
方
が
下
学
年

と
上
学
年
に
分
け
て
月
に
一
・
二

回
読
書
へ
の
関
心
を
持
た
せ
る
た

め
昼
休
み
時
間
に
読
み
聞
か
せ
を

し
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。

塩
沢
小
学
校

 紹介者

吉
田　

勇
希
く
ん（
六
年
）

斎
藤　

穂
波
さ
ん（
六
年
）
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運
動
に
は
、「
有
酸
素
運
動
」

と「
無
酸
素
運
動
」の
２
種
類
が

あ
り
ま
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は

前
者
の
代
表
的
な
も
の
で
す
。

有
酸
素
運
動
は
、
体
内
に
酸
素

を
取
り
込
ん
で
、
脂
肪
を
じ
っ

く
り
と
燃
焼
す
る
こ
と
で
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
得
る
た
め
、
長
時
間

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の

�
長
時
間
運
動
を
行
え
る
�と
い

う
特
性
が
生
活
習
慣
病
の
予
防

や
改
善
に
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。

《
効
果
１
》

高
血
圧
の
予
防
・
改
善

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
す
る
と
、

血
管
が
刺
激
さ
れ
て
血
流
が
良

く
な
り
、
血
液
中
の
脂
肪
が
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
使
用
さ
れ

る
た
め
、
血
圧
を
低
下
さ
せ
る

効
果
が
あ
り
ま
す
。

《
効
果
２
》

糖
尿
病
の
予
防
・
改
善

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
す
る
と
、

血
液
中
の
ブ
ド
ウ
糖
を
筋
肉
に

運
ぶ
物
質
が
増
え
て
、
筋
肉
で

の
利
用
が
促
進
さ
れ
る
た
め
、

血
糖
値
を
低
下
さ
せ
る
効
果
が

あ
り
ま
す
。

《
効
果
３
》

骨
粗
鬆
症
の
予
防
・
改
善

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
す
る
と
、

骨
に
刺
激
が
加
わ
り
、
骨
に
マ

イ
ナ
ス
の
電
気
が
発
生
し
、
プ

ラ
ス
の
電
気
を
持
つ
カ
ル
シ
ウ

ム
が
骨
に
沈
着
し
や
す
く
な
り

ま
す
。
つ
ま
り
、
丈
夫
な
骨
を

作
る
効
果
が
あ
る
の
で
す
。

健
康
の
秋　

　

〜
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の

 

ス
ス
メ
〜　

健　康　相　談
内　　容受付時間場　　　所実施日

保健相談・栄養相談

９：００～　
　１１：００

二本松保健センター

１０月２日�
保健相談

安達保健福祉センター
岩代保健センター
東和保健センター

保健相談・歯科相談

９：００～　
　１１：００

二本松保健センター

１０月１６日�
保健相談

安達保健福祉センター
岩代保健センター
東和保健センター

※旧二本松市で実施していた、住民センター・地区集会所での定例健康相談
は、保健センターのみでの実施となります。

対
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・
当
日
の
朝
、
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水
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ど
気

に
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る
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状
が
あ
る
方
、
１
か

月
以
内
に
麻
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ん
・
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ん
・

水
痘
・
突
発
性
発
疹
な
ど
に
か

か
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方
は
、
必
ず
主
治
医
に
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種
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も
良
い
か
相

談
後
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　

病
気
に
か
か
っ
た
後
、
あ
る
程

度
期
間
を
あ
け
な
い
と
効
果
が
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

備　考対象地区受付時間場　　所期　日

１８年度の
ポリオ予
防接種は
今回で終
了です。

（ 次 回 は
４月の予
定です）

安達

１３：００ 
 ～１４：３０

安達保健
福祉
センター

１０月６日�

岩代・東和１０月１３日�

岳下・石井・
大平

二本松
保健
センター

１０月２６日�

杉田・塩沢・
それ以外の
地区１０月２７日�

※指定日に都合が悪い場合は、別の地区での実施も可能です。

ポ
リ
オ
予
防
接
種
日
程

（岩代地区） ◎問い合わせ…小浜保育所　�（55）2124

会場日時（受付時間）行事名

子育て支援セン
ター

９:３０～
 １１:３０

２日、５日、１２日、１６日、
１９日、２３日、２６日、３０日

すくすく
サークル

（月・木曜）

（東和地区） ◎問い合わせ…保健福祉課　�（66）2500

会場日時（受付時間）行事名

東和保健センター
（１８日は、りんご狩り）１０:００～４日、１８日育児サークル

（毎水曜）

（二本松地区） ◎問い合わせ…子育て支援センター　�（23）0415

摘要会場日時（受付時間）行事名

２歳児からの
親子対象

子育て支援
センター

（二本松保健
センター２階）

９:４５～
 １１:３０

４日、１１日、
２５日

育児のひろば
（毎水曜）

０歳・１歳児
親子対象

１０:１５～
 １１:３０

６日、１３日、
２７日

親子教室
（毎金曜）

小児科医によ
るセミナー・
相談

１３:００～
 １４:３０２日�育児セミナー

（安達地区） ◎問い合わせ…保健福祉課　�（23）9076

会　　　場日時（受付時間）行事名

安達保健福祉センター（１９日は
どんぐり拾い、智恵子の杜公園）

１０:００
～１１:３０

５日、１９日、
２６日

育児クラブ
（毎木曜）

育　児　教　室
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母　親　教　室
対 象 者 ： 妊娠５か月以降で体調のよい方。

※歯科・離乳食の時は、子育て中のお母さんもご参加
　ください。

場　　所 ： 安達保健福祉センター
時　　間 ： 受付１３：００～１３：３０　終了１６：００
申し込み ： 実施日の２日前までにお申し込みください。
※お子さんと一緒の参加も可能です。予約時にご相談ください。

準備物など内　　　　容実施日
母子健康手帳
エプロン・三角巾

妊娠中のお勧め料理
①貧血・妊娠中毒症予防の食事１０月３１日�

母子健康手帳
動きやすい服装

マタニティヨガ
肩こり・腰痛予防、リラックス１１月２９日�

母子健康手帳
エプロン・三角巾

妊娠中のお勧め料理
②貧血予防・低カロリーでバランスのとれた食事１２月２６日�

◎問い合わせ…健康増進課保健指導係　�（２３）１１１１
　　　　　　　安達支所保健福祉課保健係　�（２３）９０７６
　　　　　　　岩代支所保健福祉課保健係　�（６５）２８２０
　　　　　　　東和支所保健福祉課保健係　�（６６）２４９８

２歳児健康相談（保健センターにより開催回数が違います。）
対象地区受付時間場　　所期　日該当者

二本松９：００～１０：００二本松保健
センター１０月２３日�１６年７月生

安達９：００～１０：００安達保健
福祉センター１０月１８日�１６年７月 

 ～９月生

（各保健センター予定　二本松：毎月、安達：４・７・１０・１月、
岩代：６・９・１２・３月、東和：５・８・１１・２月に開催）

　健康相談は各保健センターで実施します。対象地区以外での相談を
希望する場合は、対象地区の保健センターへ事前に連絡をしてくださ
い。

７か月児・１歳児健康相談
対象地区受付時間場　　所期　日該当者

二本松
９：００～９：３０１７年９月生二本松保健

センター１０月２４日�

１７年
９月・
１８年
３月生

９：３０～１０：００１８年３月生

安達
８：４０～９：００１７年９月生安達保健

福祉センター１０月１１日�
９：００～９：２０１８年３月生

岩代
８：４０～９：００１７年９月生岩代保健

センター１０月１９日�
９：００～９：２０１８年３月生

東和
８：４０～９：００１７年９月生東和保健

センター１０月２０日�
９：００～９：２０１８年３月生

　乳 幼 児 健 康 相 談

　乳 幼 児 健 康 診 査
　対象地区以外の会場で受けることもできますが、対象地区の保健セ
ンターへ事前に連絡してください。

４か月児健康診査
対象地区受付時間場　　所期　日該当者

二本松１３：００～１４：００二本松保健
センター１０月２４日�

１８年６月生
安達・岩代・
東和１２：４５～１３：４５安達保健福祉

センター１０月１１日�

１歳６か月児健康診査
対象地区受付時間場　　所期　日該当者

二本松１３：００～１４：００二本松保健
センター１０月２３日�

１７年３月生
安達・岩代・
東和１２：４５～１３：４５安達保健福祉

センター１０月１２日�

３歳児健康診査
対象地区受付時間場　　所期　日該当者

二本松１３：００～１４：００二本松保健
センター１０月２５日�

１５年６月生
安達・岩代・
東和１２：４５～１３：４５安達保健福祉

センター１０月１７日�

休日当番医
▽診療時間／（９：００～１７：００）　★印は正午まで。
　岩代（◎印）、東和地区（○印）
　＊印は、診療科目に小児科の表示がある医療機関

休日緊急歯科当番医
▽診療時間／（１０：００～１６：００）

（注意）休日緊急歯科当番医は、緊急な場合の応急処置的な治療を目的に開設
しております。緊急を要しない場合や高度な治療を必要とする場合は、通常
の開業時間に受診ください。

１０月１日
�（５５）３００８小 浜み う ら 歯 科 医 院

８日
�（２２）５００７本　 町渡 辺 歯 科 医 院

９日
�（２２）４３５６郭 内金 子 歯 科

１５日
�（２２）２８８３竹 田佐 藤 歯 科 医 院

２２日
�（２２）０３９７榎 戸あ だ た ら 歯 科 医 院

２９日
�（５５）２２８６小 浜和 田 歯 科 ク リ ニ ッ ク

１１月３日
�（２２）８４２２油 井と う の す 歯 科 医 院

５日
�（２２）０２０９本 町原 歯 科 医 院

１０月１日
�（２４）２０２４市 内 苗 松春 山 あ だ た ら 診 療 所
�（２２）３１００市 内 住 吉�医 辰星会　 枡記念病院
�（５５）２３０３市 内 小 浜和 田 医 院（◎）★
�（３３）２７２１本宮町字南町裡�医 慈 久 会　 谷 病 院 ＊

８日
�（２２）５５１２市 内 羽 石みうら内科クリニック＊
�（２３）２６２７市 内 油 井�医 菊慈会きくち整形外科
�（４６）２３２１市 内 小 幡小 泉 医 院（○）★
�（３３）２５８８本宮町大字青田�医 落 合 会　 東 北 病 院

９日
�（２３）３３８７市 内 若 宮桑 島 耳 鼻 咽 喉 科 医 院
�（２２）３１００市 内 住 吉�医 辰 星 会 枡 記 念 病 院
�（５５）２３４３市 内 小 浜�医 広仁会　金子医院＊（◎）
�（３３）２５４７本宮町字千代田県 立 本 宮 診 療 所

１５日
�（２２）６８７７市 内 本 町�医 成美会鈴木皮フ科クリニック
�（２２）０３０１市 内 本 町本田レディスクリニック
�（３４）６４１８本宮町大字高木�医 よしだこどもクリニック＊

２２日
�（２３）００２４市 内 若 宮野 地 眼 科 医 院
�（２２）３２１５市 内 郭 内�医 森 小 児 科 医 院＊
�（４４）２００８白 沢 村 白 岩白沢村国保白岩診療所

２９日
�（２３）２１１１市 内 若 宮�医 外科胃腸科肛門科原医院
�（２２）８８００市 内 油 井�医 かさい小児科クリニック＊
�（６３）２３３３本宮町字一ツ屋よ し だ 内 科

１１月３日
�（２３）５１５８市 内 根 崎�医 慈水会みずのクリニック
�（２３）１２３１市 内 成 田 町社 会 保 険 二 本 松 病 院
�（６６）２１２２市 内 針 道�医 博愛会　東和クリニック＊（○）
�（６３）２８２６本宮町字荒井い し わ た ク リ ニ ッ ク

５日
�（２２）６６８８市 内 槻 木土 川 内 科 小 児 科＊
�（２２）０６８２市 内 根 崎整形外科内科　小林医院
�（５５）２３０３市 内 小 浜和 田 医 院（◎）★
�（３４）２４６３本宮町字馬場吉 田 医 院
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結核を予防しましょう！
　結核は過去の病気ではありません。
　福島県では、年間２８１人の方が新たに結核にかかっています。
　結核は、人から人にうつる感染症で、自分が結核だと気づかずに周り
の人々にうつしてしまうことがあります。

こんな時はすぐに病院へ！

                                                  

 
発見されにくい高齢者の結核　

　目立った咳がなく、食欲がない・元気がない・体重減少・微熱が続く等の
症状が特徴です。家族の方は、日頃から健康状態に気を配りましょう。

あなたは大丈夫？
　これらにあてはまる人は結核の発病率が高いので、上記の症状がある
場合はこまめに胸部Ｘ－Ｐ検査を受けましょう。

結核を予防するための３つの方法
１　年に１回胸部レントゲン検査を受けましょう。
　　　市町村の結核健診、または、かかりつけ医がいる人はかかりつけ

医で受診しましょう。
２　体の抵抗力を維持しましょう。
　　　バランスの良い食事、疲れをためない、睡眠を十分に取るなど規

則正しい生活を送りましょう。
３　生後６か月までにＢＣＧ接種を受けましょう。
　　　ＢＣＧは、早期に結核の免疫をつけて、乳児の重症結核を防ぐ予

防接種です。
◎問い合わせ…県北保健所　医療薬事グループ感染症予防チーム　
　　　　　　　�024（534）4113
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・長引く咳(２週間以上) 　・タンが出る　・ 長引く倦怠感
・長引く微熱　・ 胸の痛み　・ 体重減少

・糖尿病の人　　・最近結核の感染を受けた人　　・悪性腫瘍がある人
・後天性免疫不全症候群の人　　・人工透析を受けている人
・胃切除をした人　　・副腎皮質ホルモン剤の治療を受けている人

予防接種  待合室実施時間実施曜日電話番号所在地医療機関名
無１３：３０～１４：００月火木金（２２）３１０３榎 戸�医 青 木 整 形 外 科 医 院

有
８：３０～１２：３０／１３：３０～１７：３０月～金

（２２）３００１若 宮安 斎 内 科 胃 腸 科 医 院
９：００～１２：００　土

有８：４５～１１：３０　月～金（２３）１２３１成 田 町社 会 保 険 二 本 松 病 院
無１３：３０～１５：００　月～水（２２）０６８２根 崎整 形 外 科 内 科 小 林 医 院

無
８：１５～９：００／１３：３０～１４：００

月～金
（２２）００３６若 宮�医 静 心 会　 斎 藤 医 院 １６：３０～１７：３０

８：１５～９：００土

有
１０：００～１１：００／１５：００～１６：００月～木

（２２）０５７０本 町佐 久 間 内 科 小 児 科 医 院
１０：００～１１：００金　土

有
９：００～１１：３０／１３：３０～１６：３０月火木金

（２４）２８３０岳 温 泉東 雲 堂 医 院
９：００～１１：３０水土

有１３：３０～１４：００月火水金（２２）９２５５表�医 ダザイ胃腸科内科医院
無１３：００～１４：００　月火木金土（２２）６６８８槻 木土 川 内 科 小 児 科

無
８：４５～９：３０／１３：４５～１４：３０月火水金

（２２）００３５松 岡�医 実生会土川産婦人科医院
８：４５～９：３０木土

有
９：００～１１：３０／１４：００～１７：００月火水金

（２３）２１１１若 宮�医 外科胃腸科肛門科原医院 ９：００～１１：３０木
９：００～１１：３０／１４：００～１４：３０土

有
９：００～１２：００／１４：００～１７：００月水金

（２２）０３０１本 町本田レディスクリニック
９：００～１２：００火木土

無１３：３０～１４：００月～金（２２）２８２８本 町�医 辰 星 会　 枡 病 院
無１３：３０～１４：００月～金（２２）３１００住 吉�医 辰 星 会　 枡 記 念 病 院
無１４：００～１５：００月火木金（２２）５５１２羽 石み う ら 内 科 ク リ ニ ッ ク

無
８：００～８：３０／１４：００～１５：00月火水金

（２３）３８８３亀 谷�医 三 浦 内 科 医 院
８：００～８：３０　木土

有
８：４５～１２：００／１４：００～１８：００月～金

（２３）５１５８根 崎�医 慈水会みずのクリニック
８：４５～１３：００土

無１５：００～１６：００月火水金（２２）０１７４油井字八軒町�医 佐 藤 内 科 胃 腸 科 医 院

無
１０：００～１１：００／１４：００～１５：００月火水金土

（２２）５６３６油 井 字 中 田�医 高 橋 内 科 医 院
１０：００～１１：００木

有１４：００～１５：００火水金（２２）８８００油 井 字 福 岡�医 かさい小児科クリニック
無１４：００～１４：３０月～金（５５）２３４３小 浜 字 反 町�医 広 仁 会　 金 子 医 院
無９：００～１１：００ １週間前に要予約月～水（５６）２４６１百 目 木 字 町岩 代 国 保 診 療 所
無１０：００～１１：３０月～土（５７）２１０１西新殿字松林今 古 堂 医 院

無
９：３０～１１：３０／１４：００～１７：３０月～金

（５５）２３０３小 浜 字 新 町和 田 医 院
９：３０～１１：３０土

無８：３０～１２：００月火水金土（４６）２３２１木 幡 字 田 中小　 　 泉　 　 医　 　 院

有
８：３０～９：３０／１４：３０～１５：３０月火木金

（６６）２１２２針 道 字 蔵 下�医 博愛会東和クリニック ８：３０～９：３０水
８：３０～９：３０／１３：００～１４：００土

インフルエンザ予防接種実施医療機関（予約制）

献血協力のお願い
　
　次のとおり、献血車が参りますので、皆様
のご協力をお願いします。
　なお、献血の際に、献血手帳または本人確
認できる証明書（運転免許証・健康保険証）等
をご持参ください。

地区場所実施時間期日

二本松ヨークベニマル二本松店１０：００～１７：００１０月２４日�

二本松二本松御苑１０：００～１６：００１０月２９日�

※「駐車は通路の妨げにならないようお願いいたします。」

来年小学校に入学する
 お子さんのいるご家庭へ
　来年、小学校に入学予定の平成１２年４月
２日から平成１３年４月１日までに生まれた
お子さんのいるご家庭へ、９月下旬に健康診
断実施通知書を送付しています。
※通知書が届かない場合は、お問い合わせく

ださい。

◎問い合わせ…学校教育課管理係
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インフルエンザ予防接種のお知らせインフルエンザ予防接種のお知らせ

あなたのためのカードローン�あなたのためのカードローン�

 詳しくは、携帯電話・パソコン（インターネット）からアクセスしてご覧いただくか、まつしんローンセンター�
（フリーダイヤル0120－910－179）または本支店窓口までお問い合わせ下さい。�

パートやアルバイトの方もＯＫ!��

簡単!　スピーディ!��

24時間･365日ＯＫ　�

携帯電話･パソコンから仮申込み 　　�

http://skgt.jp/1189/

あなたのためのカードローン�

　予防接種法によりインフルエンザ予防接種を実施します。

　下記の点をよくお読みになり、下記接種対象者に該当しご本人が希望される場合は、お受けください。（接種

を受ける法律上の義務はありません。）

（個別に通知いたしませんので、ご注意ください。）
� ���������������������������������������������������

１　接種対象者　　　ご本人の意志確認ができた場合に限ります。
　①　65歳以上で接種を希望される方（65歳の誕生日より対象）
　②　60から64歳の方で心臓･腎臓・呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活行動が極度に制限される程度の

障害を有する方、およびヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に日常生活がほとんど不可能な程度の障
害を有する方（内部障害による身体障害者手帳１級程度の方）

　　詳しくは主治医にご相談ください。

２　接種期間　平成１８年１０月２３日�～平成１９年１月３１日�

　　＊抵抗力がつくまでに２週間程度かかるため、12月中旬までに受けることをお勧めします。

３　接種方法　１回接種（一般的に、６５歳以上の方は、１シーズン１回の接種で効果があります。）

４　料　　金　3,540円（自己負担1,770円・市負担１,７７０円）
� ��������������

　　＊生活保護の方は、安達管内指定医療機関（以下「指定医療機関」）窓口に「生活保護受給者証明書」を提出す
ると、自己負担金が免除されます。

　　　事前に本庁福祉課担当ケースワーカーにご相談ください。

５　医療機関　市内指定医療機関（別表）をご覧ください。安達郡内町村の指定医療機関については、お問い合
わせください。

６　受 け 方　各自、指定医療機関に事前に予約してからお受けください。

７　医療機関に持参するもの
　　①予診票　指定医療機関窓口から事前に受け取り、ボールペンで記入してください。
　　②健康手帳（接種済証を貼付します。）

☆指定医療機関以外での受け方☆
　　指定医療機関以外で接種を希望する方は、「医療機関宛依頼書」が必要となります。

　　住所地の担当課で依頼書を発行しますので、必ず事前に申請してください。

　　料金は窓口立替払いとなり、担当課で手続き後、支払った金額のうち半額を口座に振込いたします。

　　（限度額１,７７０円）

◎問い合わせ…保健福祉部健康増進課保健指導係（二本松保健センター内）　�（23）1111
　　　　　　　安達支所　保健福祉課保健係（安達保健福祉センター内）　　�（23）9076
　　　　　　　岩代支所　保健福祉課保健係（岩代保健センター内）　　　　�（65）2820
　　　　　　　東和支所　保健福祉課保健係　　　　　　　　　　　　　　�（66）2500
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『新JAカード』が誕生します！�『新JAカード』が誕生します！�
①JAカードが、より安全、お得、便利になって新登場です。�
②JA－SSでカード利用時に1リットル当たり2円引き。�
 （平成19年9月30日まで。一部割引対象とならないJA－SSがあります。�
 　 詳しくはご利用になるSSにご確認ください。）�

�③ＩＣ化でより安全になりました。�

④初年度年会費無料。年間12万円以上のショッピ
ング利用で次年度年会費も無料。�

⑤海外旅行傷害保険がつきました。�

⑥農協観光協定施設で優待割引等が受けられます。�

チェロ教室発表会
連絡先：五十嵐　栄則
　　　　�０２４（９２２）１０９４

開　演
１３：００

１０月２２日
（日）

音楽教室発表会
連絡先：三浦　祥子
　　　　�（２２）２３２６

開　演
１３：００

１１月５日
（日）

※詳しくは、市コンサートホールにお問い
合わせください。�＆ＦＡＸ（２２）５５０１

市役所�
　二本松市金色403-1�
　�（23）1111�
安達支所�
　二本松市油井字濡石１-２�
　�（23）1221�
岩代支所�
　二本松市小浜字北月山27�
　�（55）2111�
東和支所�
　二本松市針道字蔵下22�
　�（46）2111�

市ホームページアドレス�
http://www.city.�
      　　 nihonmatsu.lg.jp/

●人口と世帯数�
現住人口�
９月１日現在（前月比）�
・人　口�
　男　31,429人（－５）�
　女　32,900人（－３）�
　計　64,329人（－８）�
・世帯数�
　19,007世帯（＋16）�
（注：住民基本台帳人口）�
●今月の納税�
　（納期限10月31日）�
・市民税および県民税（３期）�
・国民健康保険税（４期）�
・介護保険料（４期）�
●今月の水道修繕当番�
・二本松・安達地域�
　㈱錦設備�
  　　　　�（23）5775（昼・休日）�
　　�（22）1401（夜・休日）�
・岩代地域�
　オオナミ㈱�
　　　　�（23）3003（昼）�
　　�（33）2412（夜・休日）�
・東和地域�
　㈲キマル設備  �（46）3511�
�

催　
　

し

市
民
体
育
祭
開
催

　

合
併
後
初
め
て
の
市
民
体
育
祭

は
、
式
典
と
ス
ポ
ー
ツ
講
演
会
を

行
い
ま
す
。

日　

時　
　

月　

日（
火
）

１０

１０

　

午
後
６
時　

分
開
会

３０

　
（
午
後
６
時
開
場
）

会　

場　

安
達
文
化
ホ
ー
ル

　
　
　
　

（
定
員
４
５
０
名
）

内　

容

▽
式
典　

優
秀
選
手
等
の
表
彰

▽
ス
ポ
ー
ツ
講
演
会

・
講　

師

ゼ
ッ
タ
ー
ラ
ン
ド
・
ヨ
ー
コ
氏

（
バ
ル
セ
ロ
ナ
五
輪
ア
メ
リ
カ

チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
活
躍
し

銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
）

・
テ
ー
マ　
「
ス
ポ
ー
ツ
の
素
晴

ら
し
さ
を
追
い
求
め
て
」

入
場
料　

無　

料

※
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
の
で
、

生
涯
学
習
課
、
二
本
松
中
央
・

安
達
・
岩
代
・
東
和
の
各
公
民

館
、
文
化
堂
ス
ポ
ー
ツ
、
ス

ポ
ー
ツ
シ
ョ
ッ
プ
サ
イ
ト
ー
で

お
求
め
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

生
涯
学
習
課
社
会
体
育
係

と　き　１１月１８日�　開演 午後４時
ところ　二本松市民会館
曲　目　ムーンライト･セレナーデ、
　　　　茶色の小瓶、イン･ザ･ムード
 　他
入場料　一般券　4,000円
　　　　学生券　2,000円
 （全席自由・当日各々500円増し）
チケット取扱　文化課、各公民館、
　　　　歴史資料館、コンサートホール、
　　　　マツ楽器店
　
◎問い合わせ…文化課文化振興係

グレン･ミラー
 オーケストラ演奏会

無料人権・行政相談所　二本松地域　自 治 セ ン タ ー　１０月５日�・１１月９日�　午後１時～午後３時
　　　　　　　　　　　安達地域　安達公民館（油井）　１０月１０日� 午前１０時～午後３時

と　き　１０月１４日�　開演 午後３時
ところ　二本松市コンサートホール
出　演　長澤真澄（オランダ在住、皇室ゆかり

の世界的ハーピスト）
曲　目　
　Ｊ.Ｆ.ナーダーマン：「ルソーの歌による変奏曲」 
　モーツァルト：｢ソナタ第５番｣ ＫＶ.３０
　Ｃ.ボクサ：「モーツァルトのドン･ジョバンニの
 アリアによる変奏曲」　他
入場料　一般　４，０００円、会員３，０００円
　　　　（一般学生２,０００円、学生会員１,０００円）
連絡先　二本松音楽協会
　　　　事務局（川崎）
　　　　�（２２）２４８１

二本松音楽協会 第５５回 定期演奏会
～ モーツァルトの時代を巡るハープの旅 ～

長澤真澄長澤真澄 ハープハープ リサイタルリサイタル
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市民課窓口日曜サービス（本庁のみ）／毎週日曜日の午前８時３０分から正午までです。
　

今
年
は
高
村
智
恵
子
生
誕
百
二

十
年
、
高
村
光
太
郎
没
後
五
十
年

と
い
う
節
目
の
年
に
あ
た
り
、
記

念
の
催
し
等
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

歴
史
資
料
館
と
智
恵
子
記
念
館

で
は
、
二
館
同
時
開
催
の
特
別
企

画
展
を
開
催
し
ま
す
。

　

紙
絵
に
昇
華
し
た
智
恵
子
の
芸

術
の
軌
跡
を
、
実
物
紙
絵
を
は
じ

め
表
紙
絵
や
寄
稿
文
、
光
太
郎
の

詩
稿
や
彫
刻
な
ど
と
と
も
に
紹
介

し
ま
す
。
特
に
、
新
発
見
の
光
太

郎
の
彫
刻「
ぶ
ど
う
」や
智
恵
子
の

幻
の
デ
ッ
サ
ン
な
ど
、
こ
れ
ま
で

公
開
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た

貴
重
な
資
料
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日　

時

　
　

月　

日（
土
）〜　

月　

日（
日
）

１０

１４

１１

２６

　

※
企
画
展
開
催
期
間
は
無
休

会
場　

二
本
松
市
歴
史
資
料
館

　
　
　

二
本
松
市
智
恵
子
記
念
館

入
館
料

▽
２
館
共
通
券

　

一
般　
　
　

５
０
０
円

　

小
中
学
生　

２
５
０
円

▽
単
館
券

・
歴
史
資
料
館

　

一
般　
　
　

３
０
０
円

　

小
中
学
生　

１
５
０
円

・
智
恵
子
記
念
館

　

一
般　
　
　

４
０
０
円

　

小
中
学
生　

２
０
０
円

そ
の
他　

企
画
展
準
備
等
の
た
め
、

資
料
館
が
休
館
と
な
り
ま
す
。

　

※
臨
時
休
館
日

　

・　

月　

日
〜　

日

１０

１０

１３

　

・　

月　

日
〜　

日

１１

２７

３０
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…

　

文
化
課
文
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係

プ
ロ
グ
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ム

【
第
１
部
】記
念
講
演

「
智
恵
子
と
光
太
郎

 

そ
の
愛
と
美
の
世
界
」

　

講
師　

北
川
太
一　

先
生

（
高
村
光
太
郎
記
念
会
事
務
局

長
・
文
芸
評
論
家
）

【
第
２
部
】

　

歌
と
朗
読
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綴
る
智
恵
子
抄

「
モ
ン
デ
ン
モ
モ
の
智
恵
子
抄

 

―
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―
」
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高
村
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太
郎

　

曲
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モ
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デ
ン
モ
モ

　

ピ
ア
ノ　

金
益
研
二

入
場
料（
全
席
自
由
）

　

前
売
り　

２，
０
０
０
円

　

当　

日　

２，
５
０
０
円

入
場
券
取
扱

　

安
達
地
域
各
公
民
館
、
ヘ
ア
ー

サ
ロ
ン
ク
マ
ガ
イ
、
か
ね
す
い
智

恵
子
の
湯
、
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
安

達
店
、
主
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・
共
催
各
会
員

◎
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せ
…

　

智
恵
子
の
ま
ち
夢
く
ら
ぶ（
熊
谷
）

　

�（　
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７
４
３
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智
恵
子
生
誕
1
2
0
年
、

光
太
郎
没
後　

年
記
念
事
業

５０

無料人権・行政相談所　岩代地域　新 殿 公 民 館　１０月５日�　午前９時～正午
　　　　　　　　　　　東和地域　社協東和支所　１０月１８日�　午前９時～正午

特
別
企
画
展

「
智
恵
子
と
光
太
郎 

 

〜
そ
の
芸
術
の
軌
跡
〜
」開
催

日　

時　
　

月　

日（
土
）

１０

２１

　
　
　
　

午
後
１
時
開
場

　
　
　
　

午
後
１
時　

分
開
演

３０

会　

場　

安
達
文
化
ホ
ー
ル

智
恵
子
の
ま
ち
文
化
祭 

　

〜
甦
る
純
愛 

　

 

智
恵
子
と
光
太
郎
永
遠
に
〜

（
福
島
県
地
域
づ
く
り
総
合
支
援
事
業
）

宝くじ文化公演会宝くじ文化公演会
 東京バラエティ寄席東京バラエティ寄席

日　時　　１０月２８日�

　　　　　午後６時開演

会　場　　東和文化センター

入場料　　一　般　　　２，０００円

　　　　　高校生以下　１，０００円

　　　　　（全席自由）

出　演　　ギター漫談　堺すすむ

　　　　　マ  ジ  ッ  ク　マギー司郎

　　　　　漫　　　才　おぼん・こぼん

　　　　　紙　き　り　林家二楽

　　　　　江戸曲独楽　三増紋之助

入場券販売所
東和文化センター、東和地域各公民館、

道の駅ふくしま東和

◎問い合わせ…東和文化センター
　　　　　　　�（46）4111
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催　
　

し

ラ
・
フ
ェ
ス
タ
・

ミ
ッ
レ
ミ
リ
ア
2
0
0
6

　

ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
の
国
際
カ
ー

ラ
リ
ー「
ラ
・
フ
ェ
ス
タ
・
ミ
ッ

レ
ミ
リ
ア
２
０
０
６
」が
開
催
さ

れ
ま
す
。
約
１
０
０
台
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー

が
、
約
１
６
０
０
キ
ロ（
１
都　
１０

県
）を
疾
走
し
ま
す
。

日　

時

　
　

月　

日（
土
）

１０

１４

通
過
予
定
時
刻

　

午
前
４
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

ス
タ
ン
プ
ポ
イ
ン
ト

　

・
岳
温
泉（
温
泉
神
社
前
）

参
加
予
定
著
名
人

　

堺
正
章
、
近
藤
真
彦
、
西
田
ひ

か
る
、
木
内
み
ど
り
な
ど

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

観
光
課
観
光
振
興
係

第　

回
福
島
県
林
業
祭

３１

　

林
業
祭
行
事
、
き
の
こ
等
の
展

示
・
販
売
、
木
工
工
作
、
林
業
作

業
の
体
験
に
加
え
、
森
林
の
中
で

の
コ
ン
サ
ー
ト
や
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
な
ど
各
種
イ
ベ
ン
ト
や「
ふ

く
し
ま
木
材
フ
ェ
ア
ー
」が
同
時

開
催
さ
れ
ま
す
。

日　

時

・　

月　

日（
土
）

１０

２１

　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時

３０

・　

月　

日（
日
）

１０

２２

　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時　

分
３０

会　

場

　

福
島
県
林
業
研
究
セ
ン
タ
ー

　
（
郡
山
市
安
積
町
）

入
場
料　

無　

料

◎
問
い
合
わ
せ
…
福
島
県
林
業
祭

　

実
行
委
員
会
事
務
局

　

�
０
２
４（
５
２
１
）７
４
２
６

新
生
二
本
松
！

 
未
来
創
造
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

社
団
法
人
二
本
松
青
年
会
議
所

は
、
合
併
一
周
年
を
記
念
し
て
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

日　

時　
　

月　

日（
土
）

１０

２８

　
　
　
　

午
前　

時
〜

１０

会　

場　

安
達
文
化
ホ
ー
ル

　
　
　
　

（
安
達
支
所
）

内　

容

・
オ
ー
プ
ニ
ン
グ 

午
前　

時
１０

・
小
中
学
生「
夢
・
未
来
弁
論
大
会
」

 

午
前　

時
１１

・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

 

午
後
２
時

※
各
地
区
の
代
表
的
な
祭
り
の
出

演
や
特
産
品
販
売
な
ど
も
あ
り

ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

�
二
本
松
青
年
会
議
所

　

�（　

）０
５
５
６
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ハ
ロ
ウ
ィ
ン
・

ジ
ャ
ン
ボ
か
ぼ
ち
ゃ
祭
り

　

岳
温
泉
夢
か
ぼ
ち
ゃ
倶
楽
部
は
、

都
市
部
や
地
域
と
の
結
び
つ
き
を

強
め
る
た
め
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

ま
す
。

日　

時　
　

月　

日（
土
）

１０

２８

　
　
　
　

午
後
１
時
〜

内　

容　

・
ジ
ャ
ン
ボ
か
ぼ
ち
ゃ
コ
ン
テ
ス

　

ト
（
重
い
で
賞
・
大
き
い
で

賞
・
ユ
ニ
ー
ク
で
賞
）

・
ジ
ャ
ン
ボ
か
ぼ
ち
ゃ
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト（
楽
し
い
写
真
を
募

集
し
ま
す
）

・
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト

※
昔
の
遊
び
や
木
工
ク
ラ
フ
ト

コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

事
務
局（
陽
日
の
郷
あ
づ
ま
館
内
）

　

�（　

）２
２
１
１

24

　

市
内
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
を
テ
ー
マ

に
し
た
歴
史
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日　

時（
各
回
水
曜
日
）

　
　

月
８
日
、　

日
、　

日
、

１１

１５

２２

　
　

日（
全
４
回
）

２９

　

午
後
７
時
〜
午
後
９
時

会　

場　

二
本
松
中
央
公
民
館

　
（
二
本
松
文
化
セ
ン
タ
ー
）

対　

象　

市
民
の
方
ま
た
は
市
内

事
業
所
等
に
勤
務
の
方

講　

師

　

二
本
松
…
菅
野　

与
氏

　

安　

達
…
安
在
政
�
氏

　

岩　

代
…
松
本
誠
一
氏

　

東　

和
…
高
橋
正
弘
氏

定　

員　
　

名（
先
着
順
）

５０

受
講
料　

１，
０
０
０
円

申
込
期
限　
　

月　

日

１０

２０

申
込
方
法　

各
公
民
館
に
備
え
付

け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
受
講
料
を
添
え
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
…

　

二
本
松
中
央
公
民
館
生
涯
学
習
係

　

�（　

）５
１
２
１

23 教
室
・
講
座

市 
民 
講 
座

「
二
本
松
歴
史
探
訪
」 

 

受
講
生
募
集

〒964－0074  福島県二本松市岳温泉1－85�
�

ホテル�

TEL（0243）24-2101・24-2201 FAX（0243）24-2760

お一人様�
☆１泊２食（一本付）　  7,000円（税込）�
☆２泊５食（一本付）　13,500円（税込）�
☆３泊８食（一本付）　18,000円（税込）�
� （※10名以上、土曜日、休前日を除く）�
10月１日～11月25日までプラス500円となります。�

※二本松の広報誌を見たとお伝え下さい。�
二本松市高齢者 温泉等保養健康増進利用券もご利用ください。�

通年企画��

丹精込めてつくり上げた�
　　　　　風味豊かな料理の数々…�

2,000円� 3,000円�
�
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初
心
者
の
た
め
の

 

ボ
ウ
リ
ン
グ
講
座

　

こ
れ
か
ら
始
め
た
い
方
も
、
多

少
や
っ
た
こ
と
が
あ
る
方
も
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日　

時

　
　

月
７
日
・　

日
・　

日

１１

１４

２１

　

全
３
回　

各
回
火
曜
日

　

午
後
１
時
半
〜
３
時　

分
３０

会　

場　

ル
ミ
ッ
ク
ス
ボ
ウ
ル

　
　
　
　

二
本
松
店

講　

師　

清
水　

俊
彦
プ
ロ

　
　
　
　

清
水
恵
美
子
プ
ロ

定　

員　
　

名
３０

　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

受
講
料　

１
、５
０
０
円

※
シ
ュ
ー
ズ
レ
ン
タ
ル
料
・
ゲ
ー

ム
料
込
。
参
加
で
き
な
い
日
が

あ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

市
民
の
方
ま
た
は
市
内

事
業
所
等
に
勤
務
の
方
。

申
込
期
間　
　

月
２
日
〜　

日

１０

２３

申
込
方
法　

中
央
公
民
館（
二
本

松
文
化
セ
ン
タ
ー
）、
ル
ミ
ッ

ク
ス
ボ
ウ
ル
二
本
松
店
に
備
え

付
け
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
中
央
公
民
館
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
…

　

二
本
松
中
央
公
民
館
ス
ポ
ー
ツ

　

振
興
係　
　

�（　

）５
１
２
１
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募　
　

集

景
観
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

 

作
品
募
集

　

市
内
の
景
色
・
街
並
み
な
ど
で
、

い
つ
ま
で
も
残
し
て
お
き
た
い
大

切
な
風
景
の
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
作
品
内
容

　
「
自
然
景
観
」「
街
並
み
景
観
」

「
建
物（
歴
史
）景
観
」の
３
部
門

応
募
資
格　
　

特
に
な
し

応
募
期
限

　

平
成　

年
１
月　

日

１９

３１

※
応
募
方
法
等
詳
し
く
は
、
広
報

６
月
号　

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

１８

さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
…

　

都
市
計
画
課　

計
画
係

平
成　

年
度

１９

県
立
高
等
技
術
専
門
校

 

学
生
募
集

　

高
等
学
校
を
卒
業
し
た
方
を
対

象
に
２
年
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

よ
り
、　

世
紀
の
産
業
界
を
担
う

２１

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
育
て
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格

　
　

高
等
学
校
卒
業
者（
含
卒
業

見
込
者
）お
よ
び
こ
れ
と
同
等

以
上
の
学
力
を
有
す
る
方
。

入
学
試
験（
各
校
で
実
施
）

　

推
薦
お
よ
び
一
般
入
学
試
験

書
類
提
出
先　

各　

校

入
学
検
定
料　

２
、２
０
０
円

出
願
期
間

　
【
推
薦
入
学
試
験
】

　
　
　

月
１
日
〜　

日

１０

１１

　
【
一
般
入
学
試
験
】

　
　
　

月　

日
〜　

月　

日

１０

１６

１１

１３

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
…

・
郡
山
高
等
技
術
専
門
校

　

�
０
２
４（
９
４
４
）１
６
６
３

・
会
津
高
等
技
術
専
門
校

　

�
０
２
４
１（　

）３
２
２
１

27

・
浜
高
等
技
術
専
門
校

　

�
０
２
４
４（　

）１
５
５
５

26

暮　

ら　

し

路
線
バ
ス『
二
本
松
〜

 
（
医
大
経
由
）福
島
線
』の

時
刻
変
更
お
よ
び
一
部

ル
ー
ト
変
更
の
お
知
ら
せ

　
『
二
本
松
〜（
医
大
経
由
）福
島

線
』は
、　

月
１
日
の
ダ
イ
ヤ
改

１０

正
に
よ
り
時
刻
が
変
わ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
併
せ
て
福
島
市
松
川
町

と
医
大
間
の
ル
ー
ト
が
、
現
在
の

４
号
バ
イ
パ
ス
を
通
る
ル
ー
ト
か

ら
旧
４
号
国
道
を
通
る
ル
ー
ト
に

変
更
さ
れ
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

企
画
振
興
課
企
画
振
興
係
ま
た
は

　

福
島
交
通
㈱
二
本
松
営
業
所

　

�（　

）０
１
２
３
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紙
用
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
に
よ
る

事
故
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

一
般
家
庭
向
け
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー

で
、
幼
児
が
指
を
切
断
す
る
事
故

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

販
売
メ
ー
カ
ー
で
は
、
紙
投
入

口
に
幼
児
安
全
対
策
を
行
う
な
ど

の
製
品
改
修
や
交
換
を
行
う
こ
と

と
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

安
全
対
策
対
象
機
器
型
番

▽
ア
イ
リ
ス
オ
ー
ヤ
マ（
株
）製

　
「
ペ
ー
パ
ー
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
」

Ｓ
Ｃ
Ａ
―
４
１
０
Ｄ
・
４
０
７

　
　
　
　
　

Ｄ
・
４
１
５
Ｄ

　

Ｏ
Ｆ
―
１
８
Ｃ

　

Ｓ
Ｓ
Ａ
―
４
１
８
Ｄ

▽
カ
ー
ル
事
務
器（
株
）製

　
「
事
務
用
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
」

　

Ｄ
Ｓ
―
４
０
０
０

◎
問
い
合
わ
せ
…

▽
ア
イ
リ
ス
オ
ー
ヤ
マ（
株
）

　

�
０
１
２
０（
２
１
１
）２
９
９

▽
カ
ー
ル
事
務
器（
株
）

　

�
０
１
２
０（
６
６
６
）９
１
２

▽
福
島
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

�
０
２
４（
５
２
１
）０
９
９
９

やすらぎの丘�
全日本葬祭業協同組合連合会加盟�

葬儀のすべてのご相談・ご用命は�

丸又葬儀社�
丸又ふれあい会　会員募集中�

有限�
会社�
本　　　店／〒964-0917 福島県二本松市本町2丁目99-2�
二本松斎場／〒964-0875 福島県二本松市槻木257-5

�0243－22－5598

��フリーダイヤル� 0120－03－5598
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暮　

ら　

し

特
設
人
権
相
談
所

特
設
行
政
相
談
所
を
開
設

　

月
１
日
〜
７
日
は

10
 

「
法
の
日
週
間
」

　

月　

日
〜　

日
は

10

16

22

 

「
秋
の
行
政
相
談
週
間
」で
す

　
「
法
の
日
週
間
」、「
秋
の
行
政

相
談
週
間
」に
ち
な
ん
で
、
特
設

人
権
相
談
所
お
よ
び
特
設
行
政
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

相
談
に
応
じ
る
人
権
擁
護
委
員

や
行
政
相
談
委
員
は
、
法
務
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
、
毎
日
の
生
活
の

中
で
起
こ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の

相
談
に
応
じ
て
く
れ
る
身
近
な
相

談
相
手
で
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
相
談
内
容
の

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

人
権
相
談
日
時
・
会
場

（
生
活
全
般
に
係
る
相
談
な
ど
）

【
二
本
松
地
域
】

　
　

月
５
日（
木
）

１０

　

午
後
１
時
〜
午
後
３
時

　

自
治
セ
ン
タ
ー（
本
町
）

【
安
達
地
域
】

　
　

月　

日（
火
）

１０

１０

　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

　

安
達
公
民
館（
油
井
）

【
岩
代
地
域
】

　
　

月
５
日（
木
）

１０

　

午
前
９
時
〜
正
午

　

新
殿
公
民
館（
西
新
殿
）

【
東
和
地
域
】

　
　

月　

日（
水
）

１０

１８

　

午
前
９
時
〜
正
午

　

社
協
東
和
支
所（
針
道
）

行
政
相
談
日
時
・
会
場

（
国
・
県
・
市
な
ど
公
共
機
関
の

仕
事
に
関
す
る
相
談
な
ど
）

【
二
本
松
地
域
】

　
　

月
５
日（
木
）

１０

　

午
後
１
時
〜
午
後
３
時

　

自
治
セ
ン
タ
ー（
本
町
）

【
安
達
地
域
】

　
　

月　

日（
水
）・　

日（
水
）

１０

１８

２５

　

午
前　

時
〜
正
午

１０

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
油
井
）

【
岩
代
地
域
】

　
　

月
５
日（
木
）

１０

　

午
前　

時
〜
正
午

１０

　

新
殿
公
民
館（
西
新
殿
）

【
東
和
地
域
】

・　

月
４
日（
水
）

１０

　

午
前
９
時
〜
正
午

　

社
協
東
和
支
所（
針
道
）

・　

月　

日（
月
）

１０

１６

　

太
田
住
民
セ
ン
タ
ー（
太
田
）

　

午
前
９
時
〜
正
午

　

木
幡
住
民
セ
ン
タ
ー（
木
幡
）

　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

・　

月　

日（
火
）

１０

１７

　

戸
沢
住
民
セ
ン
タ
ー（
戸
沢
）

　

午
前
９
時
〜
正
午

　

東
和
支
所（
針
道
）

　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

市
内
の
行
政
相
談
委
員

【
二
本
松
地
域
】

　

三
田　

和
夫
さ
ん（
若
宮
）

　

�（　

）２
４
７
０

２２

【
安
達
地
域
】

　

斎
藤
八
枝
子
さ
ん（
油
井
）

　

�（　

）３
１
９
９

２２

【
岩
代
地
域
】

　

高
橋　

極
さ
ん（
小
浜
）

　

�（　

）３
５
１
９

５５

【
東
和
地
域
】

　

三
浦　

哲
雄
さ
ん（
太
田
）

　

�（　

）３
４
１
２

４７

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

生
活
環
境
課
市
民
生
活
係
ま
た
は

　

各
支
所
市
民
生
活
課
生
活
係

職
場
の
労
使

困
り
ご
と
相
談
会
開
催

　

皆
さ
ん
の
職
場
の
中
で
起
き
て

い
る
賃
金
や
労
働
条
件
を
め
ぐ
る

労
使
間
の
困
り
ご
と
に
つ
い
て
、

出
張
相
談
会（
秘
密
厳
守
）を
行
い

ま
す
。
費
用
は
無
料
で
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日　

時　
　

月　

日（
日
）

１０

２９

　

午
前　

時
〜
午
後
４
時

１１

会　

場

　

福
島
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
（
福
島
市
音
楽
堂
隣
）

◎
問
い
合
わ
せ
…

・
福
島
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　

�
０
２
４（
５
２
１
）７
５
９
４

・
各
地
方
振
興
局
企
画
商
工
部

　

�
０
１
２
０（
６
１
０
）１
４
５

　

�
０
２
４
６（　

）６
０
０
７
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不
登
校
や
い
じ
め
問
題
等
、学

校
教
育
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談

に
専
門
の
相
談
員
が
お
答
え
し
ま

す
。

相
談
受
付

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　

�
０
１
２
０（
８
９
９
）７
１
１

福
島
県
教
育
庁
県
北
教
育
事
務
所

　

�
０
２
４（
５
２
１
）７
７
２
４

電
話
相
談
に
応
じ
ま
す

 

学
校
教
育
相
談
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『森林浴のできる家』の建売は�
７月にご購入頂きました。�

二本松市南町225

ヤマニ建設��
0120-22-1409（フリーダイヤル）�

「森林浴のできる家」�「森林浴のできる家」�「森林浴のできる家」�「森林浴のできる家」�
木の優しさに包まれて暮らしてみませんか？�

塩沢ヤマニタウンなら�
　土地・建物合わせても�

�
1,980万円～�1,980万円～�1,980万円～�

　耐震性を二倍に高め、無垢材をふんだんに使い、
木の香りを感じる心にも体にも安心の100年住宅。
木を扱う“匠”の心を形に致しました。�

福祉用具販売・貸与福島県指定事業者�

安価、無料宅配で介護サポート�安価、無料宅配で介護サポート�

ライフパルサービス�

22－1992
二本松市沖２丁目３９９－１０�

��
（0243）�

介護用品、販売レンタル専門店�

二
本
松
駅
前
の
工
事
に
伴
う

利
用
規
制
一
部
変
更

　
　

月
１
日
よ
り
駅
前
広
場
の
利

１０
用
が
一
部
変
更
と
な
り
ま
す
。

　

駅
前
バ
ス
停
の
位
置
に
つ
い
て

は
、
現
在
の
二
本
松
信
金
本
店
前

か
ら
、
駅
前
広
場
に
戻
り
ま
す
。

　

一
般
車
は
、
今
ま
で
ど
お
り
の

利
用
規
制
と
な
り
ま
す
の
で
臨
時

駅
前
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

工
事
期
間
中
は
ご
不
便
、
ご
迷

惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
駅

前
広
場
整
備
工
事
へ
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

都
市
整
備
課
市
街
地
整
備
係

県
道
二
本
松
・
金
屋
線

平
石
高
田
工
区
の
交
通
規
制

　

平
石
高
田
地
内
の
セ
ブ
ン
イ
レ

ブ
ン
二
本
松
高
田
橋
店
〜
東
和
電

気
㈱
福
島
工
場
ま
で
の
区
間
に
つ

い
て
、
車
両
片
側
交
互
通
行
に
よ

り
道
路
改
良
工
事
を
行
っ
て
い
ま

す
。
工
事
期
間
中
は
大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

規
制
期
間（
終
日
規
制
）

　

平
成　

年
２
月
６
日
ま
で

１９

工
事
発
注
者

　

福
島
県
県
北
建
設
事
務
所

　

道
路
グ
ル
ー
プ（
道
路
第
２
）

　

�
０
２
４（
５
２
１
）７
６
９
４

工
事
施
工
業
者

　

㈱
野
地
組　

　

�（　

）０
１
３
０

２３

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

土
木
課
監
理
係

平
成　

年
度

１８

事
業
所
・
企
業
統
計
調
査
に

 

御
協
力
を

　

〜
調
査
員
が

　
　
　

お
伺
い
い
た
し
ま
す
〜

　

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
も

活
用
す
る
た
め
に
、　

月
１
日
現

１０

在
の
事
業
所
・
企
業
に
つ
い
て
調

査
を
行
い
ま
す
。

　

全
国
全
て
の
事
業
所
が
対
象
で

す
。
ど
う
ぞ
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

※
９
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
お
伺

い
し
ま
す
。
調
査
員
は「
調
査

員
証
」を
必
ず
携
行
し
て
い
ま

す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

企
画
振
興
課

　

統
計
係

宝
く
じ
助
成
で

 

祭
り
備
品
を
整
備

　

木
ノ
崎
お
よ
び
大
稲
場
地
区
で

活
動
す
る
大
平
第
６
区
青
年
部
は
、

従
来
か
ら
春
祭
り
と
夏
祭
り（
盆

踊
り
）を
実
施
し
、
地
域
の
親
睦

と
融
和
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
平
成　

年
度
一
般

１８

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業（
宝
く

じ
助
成
）を
活
用
し
、
�
自
治
総

合
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
助
成
を
受
け
、

老
朽
化
し
た
祭
り
用
の
備
品
を
整

備
し
ま
し
た
。
新
た
に
購
入
し
た

備
品
は
、
太
鼓
３
張（
大
太
鼓
、

小
太
鼓
）と
ば
ち
、
笛
５
本
で
、

盆
踊
り
の
櫓
の
塗
装
も
行
い
ま
し

た
。

　

地
区
で
は
、
早
速
こ
の
備
品
を

活
用
し
て
８
月　

日
に
盆
踊
り
が

１３

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

二本松駅�

←二本松�
インター� 二本松郵便局さん�

アーバン�
ホテルさん�

セ
ブ
ン�

イ
レ
ブ
ン
さ
ん�

至福島�
至郡山�

現六角川�

新六角川�

須賀川二本松線�

停
陣
場
線

停
陣
場
線�

停
車
場
線�金

色
陸
橋�

二本松神社�

臨時駅前バス停�
二本松信用金庫さん前�
臨時駅前バス停�

二本松信用金庫さん前�●�

●�

●�

臨時駅前駐車場�
（会津製紙跡地）�

工事箇所�

車両通行�

車両通行�

歩行者通行� 移
動�

車
両
通
行�

「二本松駅前の工事に伴う利用規制図」

宝くじは豊かさ築くチカラ持ち。

宝くじは、広く社会に
役立てられています。
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誕
生
月
に
は

現
況
届
の
提
出
を

　

国
民
年
金
を
受
給
し
て
い
る

方
は
、
毎
年
誕
生
日
の
月
に
現

況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

現
況
届
は
、
あ
な
た
が
引
き

続
き
年
金
を
受
け
る
権
利
が
あ

る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め

の
大
事
な
届
で
す
。

　

届
出
書
は
、
誕
生
月
の
初
め

に
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
か

ら
送
ら
れ
て
き
ま
す
。
あ
な
た

の
住
所
、
氏
名
な
ど
を
記
入
し
、

切
手
を
貼
っ
て
誕
生
月
の
末
日

ま
で
に
社
会
保
険
業
務
セ
ン

タ
ー
に
届
く
よ
う
に
お
出
し
く

だ
さ
い
。

　

提
出
が
遅
れ
た
り
、
提
出
さ

れ
な
か
っ
た
り
し
た
場
合
は
、

年
金
の
支
払
い
が
一
時
止
ま
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
忘
れ
ず

に
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

　　

月
生
ま
れ
の
方
か
ら

１２原
則
不
要
と
な
り
ま
す

　　

今
年　

月
か
ら
受
給
権
者
の

１０

皆
さ
ん
の
現
況（
生
存
）確
認
は

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
活
用
し
て
行
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、　

月

�
�

�
�１２

生
ま
れ
の
方
か
ら
現
況
届
の
提

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

出
は
、
原
則
と
し
て
不
要
に
な

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

り
ま
す
。

�
�

�
�
�
�
�

　

現
況
届
の
提
出
が
不
要
な
方

に
は
、
誕
生
月
に
現
況
届
の
提

出
が
不
要
と
な
っ
た
お
知
ら
せ

が
届
き
ま
す
。

　

な
お
、
次
の
方
は
こ
れ
以
後

も
現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

①
社
会
保
険
庁
で
保
有
し
て
い

る
本
人
基
本
情
報（
氏
名
、

性
別
、
生
年
月
日
、
住
所
）

と
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
情
報
が

相
違
し
、
住
民
票
コ
ー
ド
を

確
認
で
き
な
い
方

②
外
国
籍
の
方

③
外
国
に
居
住
し
て
い
る
方

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

国
保
年
金
課
国
民
年
金
係

年　
　

金

二本松警察署からお知らせ

二本松警察署ホームページ
http://www.police.pref.fukushima.jp/police/nihonmatsu/

特　　徴　　点　　等
◎　器物損壊は、殆どが車両に傷を付けたり、部品を壊すというものでした。

自宅の敷地内で被害に遭ったものもありますが、大半は住民センターやカ
ラオケ店等の駐車場で被害に遭っています。車両を駐車する場合は、人目
につきやすい明るい場所に駐車するようにしましょう。

◎　自転車盗は、未だに、鍵を掛けずに被害に遭っているケースもあります
ので、自転車には必ず鍵を掛けるようにしましょう。

※　「鍵かけ運動」「あいさつ運動」「一戸一灯防犯運動」を推進し、犯罪の被害防
止に努めましょう。

合　計東和支所
管内

岩代支所
管内

安達支所
管内

本庁
管内

１１空き巣侵
入
盗 ５５その他

１１万引き非
侵
入
盗

３１２車上ねらい

５１１３その他

３３自　転　車　盗

７１６器　物　損　壊

１１住　居　侵　入

３１２そ　　の　　他

２９３０４２２合　　　　計

犯罪発生状況（８月）

対前月比 
（％）

前月調査
平均価格
（円）

今月調査
平均価格
（円）

規　　　格品　目

▲３.４１４７１４２甘塩切身１００g塩 さ け

１５.８１６４１９０１kgキャベツ

▲０.６１６２１６１もも肉中１００g豚 肉

０.０１７３１７３Mサイズ１パック
１０個入り鶏 卵

２.３３３７３４５赤みそ１kgみ そ

▲１.５１９４１９１上白糖ポリ袋１kg入り砂 糖

２.９１,４６４１,５０７白灯油１８L（配達）灯 油

０.２６,５２８６,５４６家庭用１０�使用価格L P G

※消費生活のトラブルのご相談は、福島県消費生活センター
　（�０２４-５２１-０９９９）までご相談ください。

９月の市内商品価格�
～お買い物の目安にしてください～�

９月の市内商品価格�
～お買い物の目安にしてください～� 暮　

ら　

し

畳 ・ 襖 ・ 障 子�

� 0120－525－858�
お気軽にお電話ください。�

電話・FAX 22－3465 〒964－0012 二本松市永田積内251

岳街道沿い　奥 平 畳 店�



「いま拓く　豊かな未来　二本松」実現のために

あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああなななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「まままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだださささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！あなたの「まちづくり提案」をお寄せください！
↓切り取ってご使用ください。（■は不要部分です）

↑
　
谷
　
折
　
り

↓　谷　折　り

↓
　
谷
　
折
　
り

★二本松市をより住みやすいまちにするためのあなたの提言をお聞かせください。
　（個人を誹謗中傷する内容の記入はご遠慮ください。）

次の質問について、「はい」・「いいえ」のいずれかを○で囲んでください。

　1　内容を確認させていただき、場合によりあなた様の提言を広報誌やホームページに掲載してよ
ろしいですか？ はい　・　いいえ　

　2　1で「はい」と答えた方について伺います。実名でよろしいですか？ はい　・　いいえ　

 ありがとうございました。市政運営の参考にさせていただきます。

（
提
案
様
式
）↓
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広報にほんまつ2006.10

10月�

～秋の読書月間特別企画 平成18年度図書館文学講座（３回）～
宮沢賢治　詩と童話 そして音楽

講　師　　椚山義次氏
日　時　　１０／２９�、１１／５�、１９�
　　　　　午後１時３０分～午後３時ごろまで
会　場　　岩代図書館　絵本の部屋
定　員　　３０人　定員になり次第締め切り（小中学生も可）
申し込み　図書館カウンター（電話予約も可）

新着本のご案内
★ 『無言歌』赤川次郎 著　切ない恋のミステリー
★ 『温室デイズ』瀬尾まいこ 著　とびきりの青春小説！
★ 『ゆうびんやさんのホネホネさん』にしむらあつこ 作

新着ＣＤ̃♪懐かしい音楽です♪̃
★『ドリフのシングルコレクション』　「いい湯だな」から
　「ドリフのズンドコ節」まで、懐かしい曲が満載!!
★ 『透明な音楽　Ｓ.Ｅ.Ｎ.Ｓ』　聴いたことがある曲ばかり！
　ヒーリング音楽のベスト
◎10月の休館日
１０／２�、９�体育の日、１０�振替、１６�、２３�、３０�、
３１�月末整理休館日　
◎おはなし会
ところ　　岩代図書館
とき　　　１０月２１日�　午後１：３０から午後３：００ころまで
ないよう　・お遊び　・読み聞かせ　・つくってあそぼう
☆対象は幼児から小学生ですが、家族皆さんで楽しんでください。

◎問い合わせ…岩代図書館　�（５５）３２５５

岩 代 図 書 館�

新着本のご案内

▼  『「大きなかぶ」はなぜ抜けた？～謎とき世界の民話』小長谷有
紀著→大きな「かぶ」の六つの謎、じゅうたんやほうきがなぜ空
を飛んだのか? 世界中の昔話や伝説など人々の間で伝承されて
きた物語がいかに多様で面白さに満ちているか民話を通して文
化の多様性を楽しむ。
◎新着本については､市のホームページでもご覧いただけます。
ぜひご活用ください。

行事・事業のお知らせ
◎ 10月の休館日
２日�、１０日�、１６日�、２３日�、３０日�、３１日�・月末休館）。
◎おはなしのへや 
７日�午前１１時から１１時３０分まで
今月のテーマは、「ちょっとどきどきするおはなし」です。
◎移動図書館車「まつかぜ号」運行日程
第１コース　24日�

塩沢小学校       →表団地     
12：30～ 14：00～

第２コース　26日�

岳下小学校
12：10～

       → 茶園団地 →金色久保公園
14：10～

       →
14：40～

 岳下住民センター 
15：10～

第４コース　３日�

原瀬小学校       →箕輪集会所       →西池団地     →高越会館      
12：30～ 14：00～ 14：40～ 15：20～

第５コース　12日�

杉田小学校       → 杉田住民センター          → 新座団地      → 二本松病院       →
12：20～ 14：20～ 14：50～ 15：20～

第三中学校       
16：10～

第６コース　17日�

石井小学校       →地域文化伝承館         →石井住民センター          →あぶくま台       
12：30～ 14：10～ 14：40～ 15：10～

→第二中学校       
16：00～

第７コース　19日�

大平小学校       →大平住民センター          →あだたら荘       
12：20～ 14：05～ 14：40～

◎「市民文学講座」受講生募集
今年のテーマは『第二回「源氏物語・雅の世界」』、昨年に引き続
き源氏物語の優美な世界を堪能します。
日　　時　　１１月１０日、１７日、２４日　各回金曜日、午後７時～午後９時
会　　場　　二本松図書館
講　　師　　橋本邦夫先生(元安達高等学校教諭)
対 象 者　　市民の方、安達郡内にお住まいの方および市内に

　通勤・通学の方
定　　員　　５０名(定員になり次第締め切り)
受 講 料　　１０００円(資料代を含む)
申込方法　　１０月７日～１０月２９日の期間に、受講料を添えてお

申し込みください。
◎『手づくり絵本展」を開催
夏休みに開催した、手づくり絵本教室受講生の作品を展示しま
す。受講生のユニークな作品をどうぞご覧ください。
期　　日　　１１月１日�～１２日�
会　　場　　二本松図書館　１階ホール

◎問い合わせ…二本松図書館　�（２３）５０８２

二本松図書館�

相続・遺言無料相談会�
◇11月１日（水）午後６時～８時�
◇岩代公民館（小浜、�55－2260）�

石川てるお�行政書士�事 務 所 �
電話/FAX�
23－4460

◎電話かFAXでご予約ください。◎離婚など他のご相談でも
承ります。守秘義務を守りますので安心してご相談下さい。�

964-0043　二本松市原セ諏訪236　行政書士 石川晃雄�

ひとみらい�ひとみらい�～男女共同参画社会への�　　　　　　　道しるべ～�

「コミュニケーション上達講座
　アサーティブ・トレーニング基礎編」

受講生募集！

　心地よく、無理のないコミュニケーションを学び
ませんか。

日　　時　　１１月１８日�　１０：３０～１７：３０
　　　　　　１１月１９日�　９：３０～１６：３０
会　　場　　福島県男女共生センター
募集定員　　２０名（先着順）　※２日間受講可能な方
受 講 料　　３,０００円（別途テキスト代１,０００円）
申込締切　　１０月２１日�

◎問い合わせ…福島県男女共生センター �（23）8304
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いよいよ開幕！菊花が描く、日本最大の絢爛祭  第５２回新市誕生記念

　

～Nihonmatsu Chrysanthemum Dolls Show 2006～
　新「二本松市」が誕生し、初の記念開催となる第52回「二本松の菊人形」は、より豪華絢爛にいよいよ開幕です。
　今年は、ＮＨＫ大河ドラマ「功名が辻」をメインテーマに数々の趣向をこらし、二本松が誇る菊花の祭典をご堪能いた
だきます。ぜひ皆様お誘い合わせの上、ご来場ください。

第１会場　功名が辻
　激動の戦国時代を駆け抜けた一豊と千代の物語
を凛々しい菊人形１２場面で表現します。

第２会場　日本昔ばなし
　一休さん、桃太郎、さるかに合戦など楽しい日
本の昔話を再現

第３会場　智恵子抄～ほんとの空がある～
　純愛に生きた光太郎・智恵子の生涯を菊人形歌
舞伎１３段返しで再現

池の場面　　金閣寺～極楽浄土～
滝の場面　　七福神の宝船
特別場面　　南総里見八犬伝

菊人形会期　１０月１日�～１１月２３日（木・祝）

※今年は新市誕生記念開催のため、全世帯に菊人形
招待券を配布いたします。ぜひご来場ください。

 （企画振興課）
◎問い合わせ（平日のみ）…
　財団法人二本松菊栄会（二本松市産業部観光課内）
　�（23）1111　内線343～345

奥州�

�こんな菊人形はいかがでしょう？�

祭り開催中の交通規制および駐車場
　秋祭り祭典執行中は市内各道路が交通規制されますので、
誘導員や交通規制標識等の指示に従ってください。また、祭
典見物の際は臨時駐車場等を利用し、迷惑駐車を行わないよ
うにしましょう。
交通規制
ちょうちん祭り
　○１０月４日�　【七町合同】　午後４時～翌午前１時
　○１０月５日�　【七町合同】　午前７時３０分～午後３時
　○１０月６日�　【三町・四町合同】　午後４時～午後９時
あばれ山車（針道地内）
　○１０月８日�　正午～午後３時３０分
紋付祭り（小浜地内）
　○１０月７日�・９日�　午後１時～午後１０時
　○１０月８日�　午前７時～午後１０時
祭礼時駐車場
ちょうちん祭り
　・霞ヶ城公園・市役所・二本松文化センター
　・二本松南小学校・二本松北小学校（４日・５日）
あばれ山車
　・東和支所・東和文化センター・針道小学校
紋付祭り
　・岩代支所・岩代公民館
◎問い合わせ…観 光 課 観 光 振 興 係　�（23）1111
　　　　　　　東和支所地域振興課　�（66）2490
　　　　　　　岩代支所地域振興課　�（65）2803

☆霞ヶ城公園ライトアップ☆
～秋の彩を菊人形と一緒にご覧ください～

　庭園内の色鮮やかな紅葉と水辺に映える樹影を、
菊人形と一緒にご家族連れでご観賞ください。
期　間　１０月４日�～１１月３０日�の毎日
時　間　午後５時～午後９時
場　所　霞ヶ城公園日本庭園
※菊人形ライトアップ期間は、左記を参照ください。
※日本庭園内ライトアップは、無料でご覧いただけ

ます。
◎問い合わせ…都市計画課公園緑地係
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　楽しいイベントや地場産品の販売を行いますので、お誘
い合わせのうえお出でください。
開催日時　１０月２１日�　午前１０時～午後４時
　　　　　　　２２日�　午前９時～午後４時
会　　場　岩代公民館・第１・２体育館
○主な内容
◇公民館　　　文化団体作品展示・チビッコランド（フ

ワフワなど）
◇第１体育館　文化団体芸能発表（２２日）
◇第２体育館　ＪＡ・商工会・生活研究グループ・ワーク

ショップ大杉・郵便局・幼小中学校生徒書
画等作品展示・たばこ品評会・原子力広
報・高速インターネット等コーナー・畜産
団体・生活研究グループ・抽選会等コー
ナー・露天多数

◇グランド　　動物ふれあい・ニュースポーツ体験等
コーナー、駐車場

　※先着１，０００名様に粗品進呈（受付本部）
◎問い合せ･･･岩代支所地域振興課　�（65）2803

メールで情報発信！二本松市メールマガジン
配信登録 随時受付中！

　メールマガジンは、毎月２０日（休・祝日の場合は翌日）に配信します。
　市政情報や、地域の話題・情報等をいち早くお届けします。
　メールマガジン配信登録は、二本松市ホームページ（アドレスはペー
ジ下に記載）の「しあわせ二本松メールマガジン」登録フォームから行っ
てください。 ◎問い合わせ…秘書広報課広報広聴係

☆菊人形ライトアップ☆
　昼の菊人形とは一味違う、光に浮かび上がる菊人
形と紅葉を心ゆくまでご堪能ください。
期　間　１０／４～６の３日間および
　　　　１０／７～１１／５の土・日・祝日
時　間　午後５時～午後７時


